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角田小学校の運動会
綱引きでは、みんなで力を合わせて頑張
りました



継立小学校で行われた土曜
授業。未来へ希望が広がる
まちづくりのため、教育環
境と、ふるさと教育の充実
が図られる。

町
政
執
行
方
針

平
成
26
年
度

平
成
26
年
第
４
回
栗
山
町
議
会

定
例
会
の
開
会
に
当
た
り
、
町
政

執
行
に
臨
む
私
の
所
信
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

私
は
、
先
の
栗
山
町
長
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
多
く
の
町
民
な
ら

び
に
議
員
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
支

援
を
賜
り
、
三
度
、
栗
山
町
長
と

し
て
、
町
政
の
か
じ
取
り
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。私

は
、こ
の
３
期
目
４
年
間
を
、

こ
れ
ま
で
２
期
８
年
間
の
新
た
な

動
き
を
着
実
に
成
長
さ
せ
る
「
結

実
の
期
間
」
と
位
置
づ
け
、
ふ
る

さ
と
栗
山
の
未
来
へ
の
さ
ら
な
る

挑
戦
の
道
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

就
任
に
当
た
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
お
約
束
し
た
「
５
つ
の
ス

テ
ー
ジ
」
を
旗
印
に
、
夢
と
希
望

あ
ふ
れ
る
輝
か
し
い
栗
山
の
歩
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

我
が
ふ
る
さ
と
栗
山
が
持
つ

「
栗
山
力
」・「
共
生
力
」・「
町
民

力
」
の
３
つ
の
力
を
結
集
し
、
力

強
く
躍
進
す
る
ま
ち
の
実
現
に
向

け
、
町
民
皆
さ
ん
と
積
極
果
敢
に

挑
戦
す
る
町
政
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

新
年
度
の
町
政
執
行
に
当
た

り
、「
５
つ
の
基
本
目
標
」を
掲
げ
、

ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
の
も
と
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

未
来
へ
の
「
希
望
」

１
点
目
は
、未
来
へ
の
「
希
望
」

が
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で

あ
り
ま
す
。

少
子
化
の
流
れ
が
避
け
が
た
い

局
面
を
迎
え
る
中
、
ふ
る
さ
と
が

将
来
も
持
続
成
長
す
る
に
は
、
き

れ
い
な
水
と
空
気
、
温
も
り
あ
る

栗
山
で
暮
ら
す
喜
び
を
感
じ
、
若

者
世
代
が
求
め
る
子
育
て
と
教
育

環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。そ

の
重
点
施
策
と
し
て
、「
総

合
的
な
子
育
て
支
援
体
制
」
の
強

化
、「
栗
山
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
、「
ふ

る
さ
と
体
験
教
育
」
を
活
か
し
た

環
境
教
育
の
推
進
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
導
入
、
学

校
施
設
・
設
備
の
整
備
な
ど
「
教

育
環
境
」
の
充
実
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
栗
山

大
好
き
な
若
者
世
代
が
主
人
公
と

な
り
、
未
来
へ
の
「
希
望
」
が
ふ

る
さ
と
に
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
「
人
生
」

２
点
目
は
、
豊
か
な
「
人
生
」

を
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

で
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
す
る

時
代
の
変
革
期
を
迎
え
る
中
、
す

べ
て
の
町
民
が
生
き
が
い
を
感

じ
、
健
康
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、

町
民
皆
さ
ん
の
知
識
と
経
験
を
活

か
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
安
心
で

き
る
福
祉
・
医
療
の
充
実
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、「
栗

山
町
健
康
増
進
計
画
」
の
策
定
、

「
地
域
医
療
対
策
事
業
」
の
推
進
、

「
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
」
の
構
築
、「
第
６
期
栗
山
町

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
」
の
策
定
、「
高
齢

者
福
祉
施
設
」
の
整
備
促
進
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

切
れ
目
の
な
い
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
、
ま
ち
を
牽
引
し

て
き
た
町
民
皆
さ
ん
の
豊
か
な

「
人
生
」
を
支
え
合
う
共
生
社
会

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

型
社
会
の
実
現
に
邁
進
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、「
町

民
参
加
に
よ
る
自
然
環
境
保
全
・

再
生
活
動
」
へ
の
支
援
、「
自
然

環
境
保
全
に
向
け
た
中
期
計
画
」

の
策
定
、「
都
市
農
村    

共
生
・

対
流
促
進
事
業
」
な
ど
に
よ
る
交

流
人
口
の
拡
大
、「
長
期
的
な
ご

み
処
理
対
策
」
の
検
討
、「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
活
用
促
進

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

す
べ
て
の
町
民
が
、
か
け
が
え

の
な
い
ふ
る
さ
と
の
恵
み
を
継
承

す
る
使
命
を
共
有
し
、次
代
に「
生

命
」
を
紡
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

連
帯
の
「
絆
」

５
点
目
は
、
連
帯
の
「
絆
」
が

織
り
な
す
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で

あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
低
下
や
連
帯
意
識
の
希

薄
化
が
顕
著
化
す
る
中
、
栗
山
に

心
癒
や
さ
れ
、
誇
り
高
き
ま
ち
と

し
て
成
長
す
る
た
め
に
は
、
人
と

人
・
地
域
と
地
域
の
つ
な
が
り
を

深
め
、
地
域
力
を
醸
成
し
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
必
要
で
あ
り
ま

す
。そ

の
重
点
施
策
と
し
て
、「
住

民
自
治
の
仕
組
み
づ
く
り
」
の

推
進
、 「
栗
山
町
自
治
基
本
条
例
」

に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、

「
栗
山
町
第
６
次
総
合
計
画
」
の

策
定
、
行
財
政
改
革
指
針
「
が
ん

ば
る
栗
山
プ
ラ
ン
21
」
の
策
定
、

「
広
報
広
聴
活
動
」
の
充
実
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

新
た
な
自
治
の
動
き
が
育
ち
、

連
帯
の
「
絆
」
が
織
り
な
す
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
下
、
本
年
度
の
主
要
施
策
の

概
要
を
「
栗
山
町
第
５
次
総
合
計

画
」
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
目
標
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま

す
。

～
町
民

・
地
域

・
行
政
～

「
み
ん
な
が
主
役
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

地
方
分
権
時
代
が
新
た
な
局
面

を
迎
え
る
中
、
ま
ち
づ
く
り
を
担

う
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
、
地
域
の

課
題
を
共
に
考
え
、
解
決
を
図
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自
ら
の

責
任
と
行
動
で
、
積
極
的
に
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
し
、
ふ
る
さ
と
の

豊
か
さ
を
醸
成
す
る
成
熟
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
住
民
自
治

ま
ち
の
個
性
が
真
に
生
か
さ
れ

る
自
治
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
た

め
、
町
民
や
地
域
の
強
い
絆
と
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く

地
域
に
「
活
力
」

３
点
目
は
、
地
域
に
「
活
力
」

が
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

で
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
経
済
・
雇
用
な
ど
多
く

の
課
題
に
直
面
す
る
中
、
ま
ち
と

し
て
の
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く

た
め
に
は
、
何
事
に
も
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、「
第

３
期
栗
山
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

の
推
進
、  

「
農
業
生
産
基
盤
整
備

事
業
」
の
推
進
、「
魅
力
あ
る
商

店
街
づ
く
り
」
へ
の
支
援
、「
海

外
販
路
開
拓
支
援
事
業
」の
推
進
、

「
道
路
網
お
よ
び
住
環
境
」
の
整

備
促
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

我
が
ま
ち
が
秘
め
る
潜
在
力
と

可
能
性
を
引
き
出
し
、地
域
に「
活

力
」
が
み
な
ぎ
る
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
代
に
「
生い
の
ち命
」

４
点
目
は
、
次
代
に
「
生
命
」

を
紡
ぐ
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
あ

り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
深
刻
化

す
る
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
中
、
栗
山
が
誇
る
豊
か
な

自
然
環
境
を
未
来
へ
引
き
継
い
で

ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
環
境
先
進
地
の
自

覚
と
誇
り
を
胸
に
、
人
・
モ
ノ
・

資
源
に
光
を
当
て
な
が
ら
、
循
環

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
自
治
区
活
動
の
推
進
に
、
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
支
援
に
、
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

■
町
民
参
加
と
協
働

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
定

め
る
「
栗
山
町
自
治
基
本
条
例
」

の
下
、
分
権
時
代
を
生
き
抜
く
自

律
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
、
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・
多
く
の
町
民
参
加
に
よ
る
、
第

６
次
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

■
行
政
運
営

時
代
の
潮
流
を
捉
え
た
新
し
い

公
共
の
理
念
に
基
づ
き
、
多
様
な

椿
原
紀
昭
町
長
は
、
平
成
26
年
第
4
回
栗
山
町
議
会
定
例
会
で
町
政
執
行
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

栗
山
町
長
と
し
て
3
期
目
の
町
政
執
行
に
当
た
り
「
5
つ
の
基
本
目
標
」
を
掲
げ
、
ゆ
る
ぎ
な
い
信

念
の
も
と
全
力
で
町
政
を
推
進
す
る
た
め
、
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

町政執行方針
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
輝
か
し
い
栗
山
の
歩
み
を
進
め
る
！

防災対策は、住民自治活動が必要となる
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冬期間に停電を想定した防
災訓練。さまざまな災害を
想定し、関係団体と、地域
ぐるみでの対策が必要とな
る。

雨煙別小学校 コカ・コーラ
環境ハウスでは、冬期間も
充実した自然環境教育プロ
グラムを実践。ふるさと環
境教育の推進と交流人口の
増加が図られている。

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
共

有
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
声
を
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
の
開
催
や
新
た
な
広
聴

活
動
を
展
開
し
、
町
民
参
加
の
機

会
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
（
仮
称
）
く
り
や
ま
キ
ャ
ッ
チ

ボ
イ
ス
な
ど
広
聴
活
動
を
充
実

し
ま
す
。

■
役
場
組
織

組
織
機
構
を
見
直
し
、
横
断
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
機
動
性

が
発
揮
で
き
る
新
た
な
組
織
機
構

を
設
置
い
た
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
組
織
機
構
の
見
直
し
、
職
員
の

適
正
配
置
を
行
い
ま
す
。

・
新
た
に
若
者
定
住
推
進
室
を
設

置
し
ま
す
。

■
職
員
の
資
質
向
上
、
広
域
行
政
の
推
進

職
員
の
資
質
向
上
に
つ
き
ま
し

て
は
、
専
門
的
知
識
の
取
得
と
人

材
の
確
保
や
育
成
を
図
る
た
め
、

時
代
に
即
し
た
職
員
研
修
な
ど
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
広
域
行
政

の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方

分
権
の
進
展
や
多
様
化
す
る
町
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

南
空
知
圏
域
及
び
近
隣
市
町
と
の

広
域
連
携
に
向
け
た
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
近
隣
市
町
に
よ
る
広
域
連
携
に

向
け
、
協
議
を
進
め
ま
す
。

～
生
活

・
環
境
～

「
人
と
自
然
に
や
さ
し
い

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

町
民
と
一
体
と
な
っ
た
自
然
環

境
の
保
全
・
再
生
及
び
国
蝶
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
の
育
成
・
保
護
活
動
な

ど
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
栗
山
の
豊
か
な
自
然
を
活
か

し
た
自
然
環
境
教
育
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
財
産
を
未

来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
地
域
循
環

型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
自
然
環
境

身
近
な
自
然
環
境
を
活
用
し
た

「
ふ
る
さ
と
体
験
教
育
事
業
」
を

一
層
充
実
し
、
貴
重
な
知
の
教
育

探
究
フ
ィ
ー
ル
ド
を
次
代
に
継
承

す
る
人
材
育
成
や
自
然
環
境
保
全

に
向
け
た
中
期
計
画
の
策
定
に
着

手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
公
益
財
団
法
人
コ
カ
・

コ
ー
ラ
教
育
・
環
境
財
団
な
ど
関

係
機
関
・
団
体
や
農
業
や
観
光
分

野
と
連
携
し
、
町
外
へ
の
情
報
発

信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
自
然
体
験
型
を
含
め
た
総
合
的

な
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
環
境
教
育
や
ふ
る
さ
と
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
都
市
農
村
共
生
・
対
流
促
進
事

業
を
継
続
し
ま
す
。

・
自
然
環
境
保
全
に
向
け
た
中
期

計
画
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

■
環
境
衛
生

低
炭
素
型
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
ご
み
の
再
資
源
化
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
発
生
抑
制
お
よ

び
分
別
の
徹
底
に
よ
る
最
終
処
分

場
の
延
命
を
図
る
と
と
も
に
、
将

来
を
見
据
え
た
ご
み
処
理
対
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
ご
み
分
別
の
徹
底
に
よ
る
最
終

処
分
場
の
延
命
化
を
推
進
し
ま

す
。

・
将
来
を
見
据
え
た
ご
み
処
理
対

・
栗
山
消
防
団
第
１
分
団
ポ
ン
プ

自
動
車
を
更
新
し
ま
す
。

■
防
災
対
策

「
栗
山
町
地
域
防
災
計
画
」
に

基
づ
き
、
備
蓄
の
拡
充
や
防
災
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
な
ど
、

町
民
生
活
の
安
全
確
保
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
円
滑

な
対
処
の
た
め
、
災
害
広
報
車
の

導
入
や
防
災
訓
練
、
自
主
防
災
組

織
の
設
置
促
進
と
地
域
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

○
今
年
の
約
束

・
自
主
防
災
組
織
の
設
置
を
促
進

し
ま
す
。

・
災
害
広
報
車
を
導
入
し
ま
す
。

・
総
合
防
災
訓
練
、
職
員
行
動
訓

練
を
継
続
し
ま
す
。

・
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
全
戸
配
布
し
ま
す
。

■
交
通
安
全
対
策

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
協
会
な

ど
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

交
通
安
全
教
育
を
推
進
す
る
な

ど
、
町
民
の
生
命
を
守
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
防
犯
対
策

家
庭
・
地
域
・
学
校
さ
ら
に
防

犯
協
会
や
暴
力
追
放
運
動
推
進
協

議
会
な
ど
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
体
制

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
消
費
者
対
策

消
費
者
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
悪
質
商
法
被
害
の
未
然
防
止

等
に
係
る
啓
発
事
業
を
進
め
る
と

と
も
に
、消
費
者
協
会
と
連
携
し
、

相
談
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
南
空
知
４
町
の
広
域
消
費
生
活

相
談
業
務
を
継
続
し
ま
す
。

～
医
療

・
保
健

・
福
祉
～

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

町
民
が
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き

る
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
体
制
を
確
立
し
、
健
康

長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
生
み
育
て

ら
れ
る
地
域
環
境
を
整
備
し
、「
子

育
て
す
る
な
ら
栗
山
」
と
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■
予
防
医
療

町
民
の
主
体
的
な
健
康
づ
く
り

を
支
援
す
る
た
め
、「
栗
山
町
健

康
増
進
計
画
」
を
策
定
し
て
ま
い

策
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
環
境
保
全

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
、
地

方
自
治
体
自
ら
実
践
す
る
実
行
計

画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
や
街
路
灯
・
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
す
る
助
成
を

継
続
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
に
対
す
る
助
成
を
継
続

し
ま
す
。

・
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
事

務
事
業
編
）
を
策
定
し
ま
す
。

■
消
防
行
政

町
民
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と

し
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
で
き
る
体
制
を
維
持
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

普
及
・
促
進
を
は
じ
め
、
広
報
活

動
や
火
災
予
防
査
察
な
ど
を
通
じ

て
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
事
業
所
や
町
民
を

対
象
と
し
た
救
急
講
習
会
を
積
極

的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
医
療

機
関
と
連
携
し
、
救
命
率
向
上
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
と
連
携
し
た
啓
発
活
動
を
推
進

し
、
疾
病
予
防
お
よ
び
健
康
管
理

意
識
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
栗
山
町
健
康
増
進
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

・
く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

■
地
域
医
療

超
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
医
療

と
介
護
の
包
括
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
し
た
連
携
体
制
の
構

築
に
取
り
組
ん
で 

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
医
療
協
議
会
な
ど

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
医

療
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
南
空
知
の
基
幹
病
院
で
あ
る

栗
山
赤
十
字
病
院
へ
の
支
援
を

担
い
手
と
協
働
し
た
行
政
運
営
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
外
部
評
価
制
度
、
財
政
モ
ニ

タ
ー
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

・
予
算
説
明
書
の
全
戸
配
布
を
継

続
す
る
ほ
か
、
中
高
生
・
小
学

校
高
学
年
向
け
の
概
要
版
を
作

成
し
ま
す
。

■
行
財
政
改
革

「
が
ん
ば
る
栗
山
プ
ラ
ン
21
」

を
着
実
に
推
進
し
、
安
定
し
た
行

財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
不
誠
実
な
町

税
な
ど
の
滞
納
者
に
対
す
る
厳
正

な
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
納

税
の
普
及
と
利
便
性
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。　
　

○
今
年
の
約
束

・
が
ん
ば
る
栗
山
プ
ラ
ン
21
（
平

成
27
年
～
平
成
34
年
）
を
策
定

し
ま
す
。

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

策
定
に
着
手
し
ま
す
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
普
及
促

進
を
図
り
ま
す
。

・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を

開
始
し
ま
す
。

■
広
報
広
聴
活
動

広
報
く
り
や
ま
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
多
様
な
情
報
を
発
信

町政執行方針

ごみ処分場の町民見学会を実施健康マイレージ事業となった「歩けあるけ運動」

5 広報くりやま   2014. 7 4



行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
栗
山
赤
十
字
病
院
に
対
す
る
支

援
を
継
続
し
ま
す
。

■
地
域
福
祉

民
生
委
員
児
童
委
員
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
・
団
体

等
と
連
携
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
支

え
合
う
町
民
主
体
の
地
域
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
在
宅
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
や
ケ
ア

ラ
ー
（
介
護
者
）
事
業
を
、
引
き

続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
町
民
主
体
の
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
児
童
福
祉

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社

・
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
整
備
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉

「
第
４
次
栗
山
町
障
が
い
者
福

祉
計
画
・
障
が
い
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
、
障
が
い
者
の
自
立
と
社

会
参
加
を
促
進
す
る
総
合
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
第
４
次
栗
山
町
障
が
い
者
福
祉

計
画
・
障
が
い
福
祉
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

～
教
育

・
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
～

「
人
々
が
輝
く

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生
き

生
き
と
意
欲
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
一
層
充
実
さ
せ
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働

に
よ
る
「
教
育
を
受
け
る
な
ら
栗

山
」
と
実
感
で
き
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
下
、
教
育
委
員
会
の
方
針
を

尊
重
し
、
教
育
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　■
幼
児
お
よ
び
家
庭
教
育

豊
か
な
感
性
を
持
ち
健
や
か
に

成
長
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に

努
め
、
家
庭
・
保
育
所
（
園
）・

幼
稚
園
・
小
学
校
・
地
域
と
連
携
・

協
働
し
、
子
ど
も
の
よ
り
良
い
発

達
の
基
盤
と
な
る
家
庭
教
育
機
能

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
等
制

度
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

・
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者
を
対

象
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
体
験
教

育
」
を
推
進
し
ま
す
。

 ■
学
校
教
育

「
ふ
る
さ
と
栗
山
で
し
っ
か
り

と
学
び
、
生
き
生
き
と
活
動
す
る

子
ど
も
」
を
主
題
に
、
人
と
し
て

の
土
台
を
つ
く
る
教
育
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
導
入
に
よ
る
地
域
総
ぐ

る
み
の
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置

を
継
続
し
ま
す
。

・
小
学
校
の
フ
ッ
化
物
洗
口
を
継

続
し
ま
す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導

入
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

・
角
田
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
補

強
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

■
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

学
生
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
修
学
資
金
制
度
の
運
用
と
拡
大

を
推
進
す
る
な
ど
、
伝
統
を
活
か

し
た
積
極
的
な
学
生
確
保
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
課
程
に
新
し
く
追

加
さ
れ
た
医
療
的
ケ
ア
や
国
家
試

験
対
策
の
実
施
な
ど
、
よ
り
高
い

資
質
や
技
術
を
備
え
た
介
護
福
祉

士
を
養
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
修
学
資
金
制
度
の
運
用
と
拡
大

を
進
め
ま
す
。

・
医
療
的
ケ
ア
の
習
得
や
国
家
試

験
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
研
修
交
流

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

■
青
少
年
の
健
全
育
成

青
少
年
育
成
会
や
協
定
大
学
な

ど
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
し
、

地
域
の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
体

験
事
業
を
通
じ
、
豊
か
な
感
性
と

実
践
力
の
あ
る
青
少
年
を
育
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
栗
山
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
事
業
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

■
社
会
教
育

「
と
も
に
支
え
合
い
ふ
る
さ
と

栗
山
の
未
来
を
拓
く
町
民
」
を
主

題
に
、
主
体
的
な
学
び
を
育
て
る

学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
、
町
民

が
豊
か
に
学
び
、
そ
の
成
果
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
栗
っ
子
支
援
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

・
く
り
や
ま
地
域
大
学
を
継
続
し

ま
す
。

・
ふ
く
し
ま
キ
ッ
ズ
栗
山
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
を
引
き

続
き
支
援
し
ま
す
。

～
産
業
～

「
元
気
で
活
力
あ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

町
民
の
暮
ら
し
の
支
え
と
な
る

地
域
産
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指

し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
各

産
業
と
の
連
携
の
下
、
多
様
な
地

域
資
源
を
活
用
し
、
活
力
に
満
ち

た
地
域
産
業
の
基
盤
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
農
業
の
振
興

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
の
行
方
や
担
い
手
不

足
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
国
の
動
向

を
見
据
え
な
が
ら
、
関
係
機
関
・

団
体
や
農
業
振
興
公
社
と
連
携
し

栗
山
町
農
業
振
興
計
画
「
第
３
期

栗
山
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
に
基

づ
く
施
策
を
推
進
す
る
な
ど
、
効

率
的
で
安
定
し
た
農
業
経
営
の
確

立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
農
地
中
間
管
理
事
業
を
促
進
し

ま
す
。

・
多
面
的
機
能
直
接
支
払
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

・
新
規
就
農
者
や
農
業
後
継
者
な
ど

担
い
手
の
育
成
を
継
続
し
ま
す
。

・
農
村
景
観
緑
肥
推
進
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
を

引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

■
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

農
産
物
の
生
産
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
基
盤
整
備
事
業
を
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
杵
臼
・
南
角
田
・
継
立
地
区
の

道
営
基
盤
整
備
事
業
を
継
続
し

ま
す
。

・
低
コ
ス
ト
圃
場
整
備
事
業
を
促

進
し
ま
す
。

・
離
農
跡
地
農
地
再
生
事
業
を
促

進
し
ま
す
。

■
林
業
の
振
興

公
益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
を

図
る
た
め
「
栗
山
町
森
林
整
備
計

画
」
に
基
づ
き
森
林
組
合
と
連
携

し
適
正
な
森
林
の
整
備
や
林
内
路

網
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

・
林
業
専
用
道
継
立
日
出
線
開
設

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

・
森
林
所
有
者
情
報
シ
ス
テ
ム
を

整
備
し
ま
す
。

■
工
業
の
振
興

安
定
的
な
企
業
活
動
を
支
援
す

■
図
書
館
運
営

読
書
環
境
改
善
た
め
、
冷
房
設

備
の
整
備
を
実
施
す
る
な
ど
、
生

涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
図
書
館
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
栗
山
子
ど
も
の
読
書

活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
学

校
図
書
室
と
の
連
携
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の

更
新
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
小
中
学
校
図
書
室
と
の
連
携
を

強
化
し
ま
す
。

・
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
ま
す
。

・
冷
房
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

■
芸
術
文
化
の
振
興

文
化
連
盟
な
ど
関
係
団
体
や
芸

術
家
と
連
携
し
、
町
民
が
気
軽
に

芸
術
文
化
に
親
し
む
機
会
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
文
化
財

の
保
存
・
保
護
を
推
進
し
て
ま
い

る
な
ど
、
地
域
産
業
の
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
栗
山
工
業
団
地
の
優
れ

た
立
地
環
境
を
活
か
し
、
首
都
圏

で
の
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

な
ど
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
企
業
立

地
促
進
制
度
に
よ
る
誘
致
企
業
へ

の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

・
首
都
圏
に
お
い
て
企
業
立
地
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
商
業
の
振
興

栗
山
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、

商
店
街
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
主

体
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
な

ど
、
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
経
済
発
展
の
著
し
い
東

会
の
実
現
を
目
的
と
し
た
「
栗
山

町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設

置
し
「
栗
山
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る
な

ど
、
総
合
的
な
子
育
て
支
援
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
栗
山
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。 

・
子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
を
妊

婦
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

・
児
童
セ
ン
タ
ー
遊
具
を
整
備
し

ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
社
会
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
第
６
期
栗
山
町
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
策
定
し
、
介
護
予
防

の
取
り
組
み
強
化
や
地
域
に
密
着

し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
第
６
期
栗
山
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
し
ま
す
。　

・
多
世
代
交
流
の
場
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

・
認
知
症
予
防
事
業
を
新
た
に
南

部
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
泉
徳
苑
個
室

化
整
備
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
開
拓
記
念
館
特
別
展
示
と
広
報

ア
ノ
ロ
発
行
を
継
続
し
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
な
ど
と
連
携
し
、
町
民
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、経
年
劣
化
に
よ
る
施
設
・

設
備
の
計
画
的
な
整
備
・
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
町
民
球
場
の
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン
ス

を
改
修
し
ま
す
。

・
栗
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

フ
ェ
ン
ス
を
改
修
し
ま
す
。

■
地
域
間
交
流
お
よ
び
大
学
連
携

た
く
ま
し
い
実
践
力
の
あ
る
視

野
の
広
い
青
少
年
の
育
成
を
図
る

と
と
も
に
、
く
り
や
ま
地
域
大
学

を
開
設
し
協
定
大
学
と
の
連
携
に

よ
る
専
門
的
な
学
習
機
会
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
被

災
地
児
童
交
流
事
業
を
支
援
し
、

栗
っ
子
と
福
島
の
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
希
望
の
翼
派
遣

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

町政執行方針

子育て支援の拠点「児童センター」老朽化してきた施設は計画的に改修を予定

植樹活動で未来の森を守る活動も継続
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現在、建て替えが行われて
いるどうえい団地。町営住
宅は今後も計画的に建て替
えを予定しています。

栗山町産の栗で作った「マ
ロングラッセ風の渋皮煮」。
昨年の試験販売では好評に
つき完売となった。栗の活
用プロジェクトも継続する。

ア
ジ
ア
市
場
に
お
け
る
本
町
特
産

品
の
販
路
開
拓
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
事
業
者
を
、
引
き
続
き
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
空
き
店
舗
活
用
支
援
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

・
子
育
て
応
援
事
業
を
引
き
続
き

支
援
し
ま
す
。

・
ま
ち
の
駅
栗
夢
プ
ラ
ザ
の
運
営

を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

・
海
外
販
路
開
拓
の
取
り
組
み
を

引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

効
果
的
な
観
光
情
報
の
発
信
強

化
と
環
境
整
備
を
推
進
し
、
魅
力

あ
る
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
道
内
の
産
業
観
光
と
し

て
定
着
し
た
く
り
や
ま
老
舗
ま
つ

り
を
は
じ
め
、
ま
ち
の
賑
わ
い
づ

く
り
を
積
極
的
に
支
援
す
る
な

ど
、
多
様
な
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
不
動
の
滝
の
環
境
整
備
を
継
続

し
ま
す
。

・
栗
山
公
園
の
案
内
看
板
を
更
新

し
ま
す
。

■
栗
山
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

国
内
最
北
端
の
ブ
ラ
ン
ド
栗
の

産
地
化
を
目
指
す
「
栗
の
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
引
き
続
き
支

援
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
本
町
が
全
国
に

誇
る
農
産
物
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
栗
の
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継

続
し
ま
す
。

■
移
住
対
策

く
り
や
ま
移
住
促
進
協
議
会
と

連
携
し
、
短
期
・
季
節
移
住
な
ど

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
受
け

入
れ
を
行
い
、
栗
山
大
好
き
な
若

者
が
移
住
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
雇
用
対
策

就
業
希
望
者
へ
積
極
的
な
情
報

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
専
門
員
に
よ
る
職
業
相
談

を
継
続
し
、
就
業
機
会
の
拡
大
や

労
働
環
境
の
向
上
に
向
け
た
労
働

実
態
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
新
た
に
発
足
し
た
南
空

知
通
年
雇
用
促
進
協
議
会
に
よ

る
、
季
節
雇
用
者
の
通
年
雇
用
化

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
南
空
知
３
町
合
同
の
職
業
相
談

会
を
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

～
都
市
基
盤
～

「
快
適
で
や
す
ら
ぐ

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

町
民
が
潤
い
と
快
適
さ
を
実
感

で
き
る
生
活
空
間
を
形
成
す
る
た

め
、「
栗
山
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
将
来
を
見

据
え
た
機
能
的
な
都
市
基
盤
の
整

備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
街
な
み
景
観

「
栗
山
町
景
観
条
例
」
に
基
づ

く
景
観
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
景
観
意
識
の
向
上
を
図
る

取
り
組
み
と
し
て
、
景
観
資
源
の

発
掘
と
そ
の
発
信
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
く
り
や
ま
景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

・
景
観
に
配
慮
し
た
街
な
み
環
境

整
備
を
進
め
ま
す
。

■
市
街
地
基
盤
の
整
備

誰
に
も
優
し
い
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
に
立
っ
た

都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
、
超
高

齢
社
会
に
対
応
す
る
新
し
い
都
市

モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
町
通
街
路
整
備
の
早

期
着
工
を
目
指
し
、
地
元
期
成
会

と
一
体
と
な
り
引
き
続
き
関
係
機

関
へ
強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
道
路
網
の
整
備

幹
線
町
道
の
整
備
を
は
じ
め
、

計
画
的
な
維
持
補
修
お
よ
び
道
路

施
設
の
長
寿
命
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
国
道
や
道
道
の
整
備
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
関
係
機
関
へ
強

く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
間
に
お
け
る
道
路

交
通
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、

迅
速
か
つ
機
動
的
な
除
排
雪
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
杵
臼
本
線
の
改
良
舗
装
を
継
続

し
ま
す
。

・
栗
山
由
仁
線
の
改
良
舗
装
を
実

施
し
ま
す
。

・
南
大
通
り
の
歩
道
改
修
を
実
施

し
ま
す
。

・
王
子
橋
の
修
繕
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

・
除
雪
用
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
更

新
し
ま
す
。

■
町
営
バ
ス
の
運
行

利
便
性
の
向
上
と
運
行
の
効
率

化
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
住
民
の

足
と
し
て
適
切
に
運
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■
住
環
境

本
町
の
住
宅
政
策
を
定
め
る

「
栗
山
町
住
生
活
基
本
計
画
」
を

見
直
し
、
安
全
・
安
心
で
快
適
な

生
活
を
提
供
す
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
河
川
の
整
備

倒
木
除
去
や
樹
木
の
伐
採
な
ど

を
進
め
、
環
境
と
の
調
和
に
配
慮

し
た
河
川
整
備
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
雨
煙
別
川
、
ポ
ン
ウ
エ

ン
ベ
ツ
川
、
阿
野
呂
川
お
よ
び
ポ

ン
ア
ノ
ロ
川
の
改
修
工
事
の
早
期

完
成
に
向
け
、
引
き
続
き
関
係
機

関
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
地
域
情
報
化

町
民
生
活
の
利
便
性
を
図
る

「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」
の

導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入

に
向
け
シ
ス
テ
ム
改
修
を
実
施

し
ま
す
。

平
成
５
年
の
国
会
決
議
以

来
、
20
年
に
わ
た
り
進
め
ら
れ

て
き
た
地
方
分
権
改
革
は
、
住

民
自
治
の
拡
充
、
そ
し
て
地
方

自
治
本
旨
の
具
体
化
と
い
う
新

た
な
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

地
方
を
取
り
巻
く
厳
し
い
社

会
環
境
の
中
で
、
個
性
を
活
か

し
自
律
し
た
、
分
権
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
自
治
の
歩
み
を
着
実

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

中
国
の
歴
史
家
で
あ
る

司し
ば
せ
ん

馬
遷
が
書
き
残
し
た
史
記

に
、「
断だ

ん

じ
て
行
え
ば
、
鬼き

し
ん神

も
こ
れ
を
避さ

く
」
と
あ
り
ま
す

が
、
必
ず
や
り
通
す
と
い
う
強

い
意
志
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
困

難
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
理
念
こ
そ
が
、
地
域
間

競
争
の
激
化
す
る
分
権
時
代
を

た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
い
く

う
え
で
、
我
々
に
大
き
な
示
唆

を
与
え
、
同
時
に
住
民
自
治
の

さ
ら
な
る
進
化
に
つ
な
が
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

今
日
の
栗
山
を
築
い
て
き
た
先

人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
応
え
る

た
め
に
は
、
そ
の
歴
史
を
引
き

○
今
年
の
約
束

・
栗
山
町
住
生
活
基
本
計
画
を
見

直
し
ま
す
。

・
ど
う
え
い
団
地
２
棟
16
戸
の
建

て
替
え
を
実
施
し
ま
す
。

・
曙
団
地
建
て
替
え
に
向
け
調

査
・
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

・
人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

・
第
４
期
朝
日
住
宅
団
地
の
造
成

を
進
め
ま
す
。

■
水
道
事
業

安
全
で
良
質
な
水
を
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
供
給
す
る
た
め
、
浄

水
場
機
器
や
老
朽
管
の
更
新
を
、

引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
桜
山
浄
水
場
機
器
お
よ
び
老
朽

管
の
更
新
を
継
続
し
ま
す
。

■
下
水
道
事
業

継
立
地
区
農
業
集
落
排
水
の
公

共
下
水
道
へ
の
統
合
事
業
を
引
き

続
き
進
め
る
と
と
も
に
、
老
朽
化

し
た
下
水
道
処
理
場
機
器
の
更
新

計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、
安
定
的

な
生
活
排
水
処
理
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
継
立
地
区
農
業
集
落
排
水
統
合

工
事
を
継
続
し
ま
す
。

・
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
機
器
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

継
ぎ
、
未
来
へ
の
礎
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
が
、
我
々
に
課

せ
ら
れ
た
大
き
な
使
命
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
、そ
の
先
頭
に
立
ち
、

「
ふ
る
さ
と
は
栗
山
で
す
。」
を

合
言
葉
に
、
栗
山
力
・
共
生
力
・

町
民
力
を
活
か
し
、
政
策
目
標

で
あ
る
「
思
い
や
り
の
心
が
か

よ
う
、
元
気
の
で
る
ま
ち
づ
く

り
を
！
」
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

３
期
目
の
初
年
度
は
、
輝
か

し
い
未
来
へ
駆
け
上
が
る
、
新

た
な
栗
山
の
「
幕
開
け
」
の
時

と
位
置
づ
け
、
町
政
運
営
に
全

力
で
邁
進
す
る
こ
と
を
強
く
お

誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、町
民
の
皆
さ
ん
、

議
員
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
町
政
執
行
方
針
と

い
た
し
ま
す
。

町政執行方針

継続して進められる河川整備
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　南空知消防組合職員配置　（平成 26 年 7 月 1 日現在）

≪消 防 本 部≫

総 務 係

消 防 団 係

藤
係長（兼務）

森　信也

酒
係長

井　直樹

警 防 係 中
係長

谷　鉄也

三
課長

田　文彦

藤
主幹（第１消防隊長）

森　信也

皆
係長

川　　隆

予 防 係

生活指導係

桐
係長（第２消防隊長）

越　浩志

脇
係長

島　　忠

冨
主査

澤　隆志

藤井　英樹・増井　聖也

田村　亮太・堀　　佑輔

松村　和人・吉田　直人

小野寺　啓・小田　誠也

倉島　　誠・宮坂　貴史

大谷　　優・五十嵐宏史

梅
係長（兼務）

津　茂治

総 務 課

斉
課長

藤　敏文

難
係長

波　昌志

予 防 係警 防 課

警 防 係道
課長

下　勝美

長
係長

嶋　　崇

中
係長

山　和志

鈴木　　大

消 防 長

岡山　　隆

署 長

板東　晴彦

≪消 防 署≫

【スタッフ】

永
係長

坂　孝弘

高
主査

松　　徹

通 信 係

仁
主任

木　雅浩

小
主任

林　貴広

総 務 係

財 政 係

職 員 係

救急救助係生 活 安 全 課

梅
係長

津　茂治

大田　泰暢

永
主任

杉　竜児

榎
主任

本　　功

古
主任

野　修司

消 防 課

板
課長（兼務）

東　晴彦

事 務 局

衣
事務局長

川　秀敏

篠
主査

田　孝義・向中野麻里子議 会

事 務 局

松
事務局長

本　俊哉

西
主査

村　敬美・金丸　大輔農 業 委 員 会

住
書記長（併任）

友　　茂選挙管理委員会

衣
書記（併任）

川　秀敏監 査 委 員

中
事務局長

野　和広

学 校 教 育 Ｇ

吉
主査

川　道也・尾
主査

形　行亮・名
主査

内　　隆・太
主査

田　淳司・丸
主査

山　友也

事 務 局

水
教育次長

上　州洋

社 会 教 育 Ｇ

青
主査

山　郁子・古
主査

田　敏幸・越前谷孝行・石川　　純

三
主査

田　和江・黒田みつる・進藤美智子・荒山　美幸

幅田喜代美・東庄　基樹

図 書 館

清
館長

水　一徳

事 務 局

鈴
主査

木　敦子・藤
主査

田　秀剛・田中　裕子・谷内　克敏・神谷　寿恵北海道介護福祉学校

坪
校長（嘱託）

田　　弘

教 務 課

杉
主査

本　伸二・辻　めぐみ

悪
教務課長

七　尚広

教 育 委 員 会

教

育

長

鈴
木　

紀
元

（平成 26 年 7 月 1 日現在）

千
主幹

葉　清己

町

長

椿
原　

紀
昭

副

町

長

花
田　

正
博

出 納 室 松
主査

田とも子・樋口しほみ

鈴
会計管理者兼室長

木　利一

谷
主査

内　尚樹・木戸　知美

産 業 振 興 課

森
課長

　　英幸

杉
主査

本　整昭・野
主査

原　　修・田
主査

﨑　　剛・北
主査

野　泰教・山本　幸子

総 務 管 理 Ｇ

平
主査

田　法雄・榊
主査

　　貴光・向
主査

中野宏樹・柴田　真嗣

建 設 水 道 課

片
課長

山　伸治

技 術 Ｇ

工
主査

藤　憲文・本
主査

田　　徹・笠間　　朗・山本　　諭・仁木　美樹

今
技術長兼上下水道担当主幹

　　政樹

上 下 水 道 Ｇ 桑
主査

島　克典・小笠原　裕・山内あづさ

ブランド推進課

山
課長（兼務）

本　信二
谷
主査

口　良之・久
主査

保　智哉・三
主査

木　貴光・橋本　悠希

総 務 Ｇ

藤
主査

沢　祐之・木
主査

地　周一・仁平　竜太

総 務 課

住
課長

友　　茂

広報・防災・情報Ｇ

平
主査

野　敬太・生
主査

駒　孝志・高
主査

間　理香・伊
主査

藤　照美・武田　達成

地 域 政 策 Ｇ経 営 企 画 課

佐
課長（兼務）

々木　学

鈴
主査

木美代子・石
主査

森　和幸・出
主査

南　　力・原田　恭兵

橋
地域政策担当主幹

場　謙吾

課 税 Ｇ税 務 課

松
課長

田　孝之

坂
主査

井　　諭・橋
主査

元　幸士・木地　由枝・高野瀬真弓・佐藤　裕介

岡本　有生

住民 ・ 国保Ｇ

大
主査（兼務）

西　宏幸・南部　聖人

住 民 生 活 課

秦
課長（継立出張所長兼務）

野加寿彦

笹
主査

木真由美・酒
主査

井　文恵・高
主査

田　宏明・長
主査

澤　　融

室
住民・国保担当主幹

永　栄子
石川さと美・坂口　潤子・大平千恵子

稲
主査

実妃都美・名内　倫子・後藤　美雪

中
主査

野　真里・辻　由紀江・月輪　淳紹

大
生活安全担当主幹

西　宏幸

環 境 政 策 Ｇ環 境 政 策 課

山
課長

代　賢治

宮
主査

本　孝之・中川　圭太

小
環境政策担当主幹

南　治朗

日蔭　敏美

花
総務管理・都市整備担当主幹

田　勝巳

小
課長

野　　司

保 健 福 祉 課

小
福祉・子育て担当主幹

野寺さゆり

高
主査（内閣府へ派遣）

野瀬大和・渡
（北海道へ派遣）

辺　　暁

菊谷　克己
高齢者・介護担当主幹（北海道より派遣）

岡
主査

山美智子・宮
主査

林　葉月・大館　徳子

高
主査

橋利志意・白土　真弓・松川　公人・吉村　　航行 政 経 営 Ｇ

（子育て支援センター）

栗山町  新機構・職員配置

ま
ち
づ
く
り
総
括　

佐
々
木　

学

産
業
建
設
総
括　

山
本　

信
二

岡
広報・防災・情報担当主幹

田　三郎

収 納 Ｇ高
収納担当主幹

間　嘉之

若者定住推進室

三
室長

浦　　匠

三
主査（兼務）

浦　　匠・金丸　佳代

福祉・子育てＧ

地 域 医 療 Ｇ

高齢者・介護Ｇ

健 康 推 進 Ｇ

澤
主査

田　康文・武岡　真吾

十
主査

河　真弓・荒井理恵・河合優香・後藤恵理・初田千恵・上西洵子
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青
継立出張所担当主幹

山　建一

上
地域医療・健康推進担当主幹

野　政則

（発達サポートセンター） 高
主査

橋　真弓・川
主査

股由紀子・湯浅真理子

石
主査

掛　春美・鈴木しのぶ上
主査

島　宣和

樋
主査

渡　哲也・山森　晶子・荻野　千鶴・日野　琴絵・大場　千鶴（地域包括支援センター）

西
技術グループ担当主幹

田　達也
永
上下水道担当参与

坂　孝光
農林業振興Ｇ

農林業振興担当主幹（北海道より派遣）

清
社会教育担当主幹（兼務）

水　一徳

ブランド推進Ｇ

継 立 出 張 所

生活 ・ 安全Ｇ

（社会福祉協議会派遣） （まつば保育園派遣）



　
国
の
補
正
予
算
事
業

　
地
域
活
性
化
・
効
果
実
感
臨
時
交
付
金

財政モニターおよび各学校の協力をもとに、それぞれ
の年代が分かりやすい内容で作成しています。

幅広い年代にまちの予算に興味を持っていただく
ことを目的に、中高生以上を対象とした「概要版」、
小学生高学年を対象とした「小学生版」の予算説明
書を発行しました。

「
が
ん
ば
る
地
域
交
付
金
事
業
」

の
活
用
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

②中央 11 線道路改良事業
1,000 万円

本
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
伴
う
景
気
対
策
と
し

て
、
国
の
平
成
25
年
度
補
正
予
算

に
お
い
て
「
が
ん
ば
る
地
域
交
付

金
事
業
」
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
国
の
補
正
予
算

に
基
づ
き
市
町
村
が
実
施
す
る
事

業
に
応
じ
て
交
付
金
が
配
分
さ
れ

る
仕
組
み
で
あ
り
、
本
町
で
は

５
４
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
る
予

定
で
す
。
交
付
金
を
活
用
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
で
決

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎ 73-7503

■
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
整
備
事
業

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

た
め
、
社
会
福
祉
法
人
栗
山
福
祉

会
が
行
う
介
護
老
人
福
祉
施
設
の

建
設
を
支
援
し
ま
す
。
施
設
は
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
く
り
の
さ

と
」
に
隣
接
す
る
形
で
建
設
し
、

一
体
的
な
運
営
を
行
い
ま
す
。

予
算
額　

５
億
７
６
１
万
円

■
く
り
や
ま
キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス

事
業

　

新
た
な
広
聴
制
度
と
し
て
、
町

民
の
日
常
的
な
疑
問
・
意
見
な
ど

に
こ
た
え
る
仕
組
み
「
く
り
や
ま

キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
」
を
実
施
し
ま

す
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
に
は
、

町
の
方
針
を
回
答
す
る
ほ
か
、
そ

の
内
容
を
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。

予
算
額　

58
万
円

■
国
有
財
産
の
取
得

（
旧
札
幌
法
務
局
空
知
南
出
張
所
）

　

旧
札
幌
法
務
局
空
知
南
出
張
所

（
朝
日
３
丁
目
）
の
土
地
お
よ
び

建
物
を
購
入
し
ま
す
。

　

購
入
後
は
、
地
域
の
子
育
て
支

援
の
拠
点
と
な
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
活
用
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

予
算
額　

１
４
０
２
万
円

「次代に誇れるふるさと栗山」の実現のために

平成 26 年度予算説明書　概要版・小学生版　を作成しました

6 月に開催された第４回定例議会で平成 26 年度補正予算が可決されました。
平成 26 年度の当初予算は町長選挙前に決定した「骨格予算」のため、今回の補正

予算で政策的な予算を追加し、今年度の取り組みを進めていきます。
今回追加しました主な事業の概要をお伝えします。

① 

町
民
・
地
域
・
行
政

③ 

医
療
・
保
健
・
福
祉

■
養
護
老
人
ホ
ー
ム
泉
徳
苑

個
室
化
整
備
事
業

　

生
活
・
介
護
環
境
の
向
上
を
図

る
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
水
の
会

が
行
う
施
設
の
増
築
お
よ
び
既
存

居
室
の
個
室
化
改
修
を
支
援
し
ま

す
。予

算
額　

４
億
６
６
１
６
万
円

■
地
域
少
子
化
対
策
強
化
事
業

　

若
者
・
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
、

結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
の
支
援
体

制
を
構
築
す
る
ほ
か
、
相
談
・
講

演
会
の
開
催
な
ど
、
少
子
化
解
消

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
実
施
し

ま
す
。

　
　

予
算
額　

71
万
円

■
図
書
館
冷
房
設
備
整
備
事
業

　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
施

設
を
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

め
、
冷
房
設
備
の
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

予
算
額　

１
８
８
０
万
円

■
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
修
繕
事
業

　

施
設
の
安
全
確
保
と
快
適
な
利

用
を
図
る
た
め
、
ス
キ
ー
場
リ
フ

ト
の
修
繕
を
実
施
し
ま
す
。

予
算
額　

６
７
０
万
円

④ 

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
業

　

学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
、
学
校
運
営
を
進
め
て

い
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

導
入
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

予
算
額　

66
万
円

■
朝
日
４
住
宅
団
地
造
成
事
業

　

計
画
的
な
住
宅
地
の
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
朝
日
４
丁
目
住
宅

団
地
の
第
４
期
造
成
を
行
い
ま

す
。
本
年
度
か
ら
の
２
カ
年
計
画

で
、
17
区
画
を
造
成
す
る
予
定
で

す
。

予
算
額　

３
５
０
万
円

⑥ 

都
市
基
盤

平成 26 年度予算の概要②本町では・・・
平成 26 年度以降に予定し

ていた次の５つの事業に交付
金を充当し、本年度に実施す
る予定です。

総事業費　１億 1,237 万円
交付金充当額　 5,400 万円

①中央 17 線・18 線道路改良事業
　1,600 万円

③小学校通り道路改良事業
　　　  　600 万円

④南大通り歩道改修事業
　　　700 万円

⑤消防ポンプ車更新事業
　　   　1,500 万円

　

予
算
説
明
書
を
要
約
し
た
最
低

限
必
要
と
さ
れ
る
情
報
の
ほ
か
、

知
っ
て
お
き
た
い
財
政
の
仕
組
み

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
予
算
を
通
じ
て
、
財
政

の
仕
組
み
や
現
状
な
ど
、
わ
た
し

た
ち
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

概
要
版
は
、
各
学
校
を
通
じ
、

全
生
徒
へ
配
付
す
る
ほ
か
、
公
共

施
設
窓
口
に
も
配
置
し

て
い
ま
す
。
小
学
生
版

は
、
各
学
校
を
通
じ
、

4
年
生
以
上
の
全
児

童
へ
配
付
し
ま
す
。

小学生版（4 ページ構成） 概要版（8 ページ構成）

特養老人ホームくりのさと

朝日 4 丁目住宅団地
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平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
の
な

い
未
曽
有
の
災
害
と
な
り
、
災
害

発
生
時
に
町
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
お
よ
び
地
域
を
守
る
う
え

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓
と
な
り
ま

し
た
。

国
、
道
で
は
東
日
本
大
震
災
で

得
た
教
訓
を
基
に
、
国
の
防
災
基

本
計
画
、
北
海
道
地
域
防
災
計
画

の
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
修

正
を
踏
ま
え
て
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
本
年
６
月
に

栗
山
町
地
域
防
災
計
画
を
修
正
し

ま
し
た
。

◆
備
蓄
食
料
・
資
機
材
の
確
保
推
進

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
生
活

に
必
要
な
３
日
分
の
食
料
・
飲
料

水
を
は
じ
め
、
積
雪
、
寒
冷
期
の

災
害
に
備
え
毛
布
・
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
暖
房
器
具
の
確
保
を
計
画
的

に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
に
お
け
る
３
日
分

の
食
料
な
ど
の
備
蓄
に
つ
い
て
、

町
民
へ
の
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

◆
相
互
応
援
体
制
の
推
進

災
害
時
に
は
、
自
治
体
、
民
間

事
業
者
を
問
わ
ず
、
協
力
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

近
隣
市
町
村
、
民
間
事
業
者
な

ど
と
の
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応

援
協
定
の
締
結
に
よ
る
人
的
・
物

的
支
援
体
制
の
確
保
を
図
り
ま

す
。
ま
た
大
規
模
な
災
害
に
よ
る

同
時
被
災
を
避
け
る
た
め
に
遠
方

の
市
町
村
と
の
協
定
の
締
結
を
推

進
し
ま
す
。

◆
災
害
情
報
伝
達
の
推
進

町
民
へ
の
災
害
情
報
を
伝
達
す

る
た
め
、
複
数
の
伝
達
手
段
に
よ

り
迅
速
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

①
電
話
・
F
A
X
・
広
報
車
・
消

防
署
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
放
送

②
緊
急
速
報
メ
ー
ル（
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）

③
公
共
情
報
コ
モ
ン
ズ
（
自
治
体

が
発
信
し
て
い
る
災
害
情
報
を

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
放
送
す
る

も
の
）

④
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
電
源
・
燃
料
の
確
保
推
進

北
海
道
の
寒
冷
期
の
災
害
で

は
、避
難
所
で
生
活
す
る
う
え
で
、

暖
房
器
具
、
燃
料
お
よ
び
電
源
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

電
力
供
給
が
遮
断
さ
れ
た
場
合

に
お
け
る
暖
房
設
備
の
電
源
や
暖

房
用
燃
料
の
確
保
を
推
進
し
ま

す
。

◆
自
主
防
災
組
織
設
置
の
推
進

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
約
８

割
の
方
が
家
族
や
近
隣
住
民
に
救

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
災
害
時
に
お
け
る
地
域
の

「
共
助
」
が
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
が
わ
か
り
ま
す
。

町
で
は
、
地
域
住
民
が
一
致
団

結
し
て
初
期
消
火
活
動
や
救
出
・

救
助
を
始
め
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
避
難
誘
導
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
る
よ
う
地
域
組
織
と
し
て
自

主
防
災
組
織
の
設
置
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

◆
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

防
災
知
識
の
普
及
と
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、
北
海

道
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
研
修
会
な

ど
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。

◆
防
災
訓
練
の
実
施

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
平
常

時
か
ら
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
各

町
内
会
、
自
治
会
に
お
い
て
、
避

難
訓
練
な
ど
の
災
害
時
に
お
け
る

行
動
訓
練
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。町

で
は
、
例
年
行
っ
て
い
る
総

合
防
災
訓
練
を
各
地
域
に
お
い

て
、
地
域
住
民
、
警
察
、
消
防
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
防
災

関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
計
画

的
に
実
施
し
、
防
災
意
識
の
普
及

を
図
り
ま
す
。

◆
避
難
所
の
見
直
し

町
内
に
は
16
箇
所
の
避
難
所
が

あ
り
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
区

域
割
り
は
、
行
政
区
割
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
速
や
か
に
避
難

で
き
る
よ
う
、
早
急
に
各
町
内

会
・
自
治
会
と
相
談
し
て
、
実
情

に
合
っ
た
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◆
福
祉
避
難
所
の
指
定

介
護
の
必
要
な
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
一
般
の
避
難
所
で
は
生

活
に
支
障
を
来
す
方
の
避
難
所
と

し
て
、
介
護
保
険
施
設
、
障
が
い

者
施
設
な
ど
を
「
福
祉
避
難
所
」

に
指
定
し
、
避
難
所
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

◆
多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る

防
災
体
制
の
確
立

地
域
に
お
け
る
生
活
者
の
意
見

を
反
映
し
た
防
災
対
策
の
実
施

や
、地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
、

栗
山
町
防
災
会
議
の
委
員
へ
の
任

命
な
ど
、
地
域
の
代
表
者
や
関
係

団
体
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
防
災

体
制
を
推
進
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

◆
普
及
・
啓
発

町
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
啓
発
用
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
全
戸
配
布
す

る
な
ど
防
災
知
識
の
普
及
、
啓
発

を
推
進
し
ま
す
。

　
◆
要
支
援
者
対
策
の
推
進

災
害
が
発
生
し
た
時
や
、
災
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
を
把
握
し
、
避
難
す
る
た
め

に
支
援
が
必
要
な
方
（
避
難
行
動

要
支
援
者
）
の
対
策
を
推
進
し
ま

す
。

①
避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿
の

作
成

②
避
難
を
支
援
す
る
関
係
者
へ
の

名
簿
の
提
供
（
本
人
の
同
意
を

得
て
）

③
名
簿
情
報
の
保
護
（
情
報
漏
え

い
の
防
止
）

④
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支
援

⑤
避
難
支
援
関
係
者
の
安
全
確
保

※
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作

成
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
自
ら
の
身
の
安
全
は
自
ら
が

守
る
」こ
と
が
防
災
の
基
本
で
す
。

平
常
時
よ
り
災
害
に
対
す
る
備

え
を
心
が
け
、
災
害
時
に
は
自
ら

の
身
の
安
全
を
守
る
よ
う
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
つ
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
災

害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能

な
こ
と
か
ら
、
災
害
の
被
害
を
軽

減
す
る
「
減
災
」
の
た
め
に
も
災

害
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

赤十字奉仕団による炊き出し訓練

栗山町防災会議

栗
山
町
地
域
防
災
計
画
と
は
？

地
域
防
災
計
画
の
修
正
に

よ
る
主
な
推
進
内
容

家
庭
で
準
備
す
る

平
常
時
か
ら
の
備
え

○
避
難
方
法
（
避
難
場
所
）
お

よ
び
家
族
と
の
連
絡
方
法
の

確
認

○
食
料
、
飲
料
水
な
ど
の
家
庭

内
備
蓄
（
３
日
分
）

○
非
常
持
ち
出
し
用
品
の
準
備

○
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
な

ど
、
家
庭
で
の
予
防
・
安
全

対
策

「
栗
山
町
地
域
防
災
計
画
」

は
、「
災
害
対
策
基
本
法
」
の

規
定
に
基
づ
き
、
栗
山
町
防
災

会
議
が
策
定
す
る
も
の
で
す
。

栗
山
町
の
地
域
に
係
る
災
害

に
関
し
、
町
、
町
民
、
事
業

者
、
防
災
関
係
機
関
な
ど
で
連

携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、「
自

助
」「
共
助
」「
公
助
」
を
実
現

し
、
地
域
に
お
け
る
防
災
関
係

機
関
が
そ
の
機
能
を
有
効
に
発

揮
し
て
、
災
害
予
防
、
災
害
応

急
対
策
お
よ
び
災
害
復
旧
復
興

を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
町
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す

【問い合わせ】
　町総務課
　広報・防災・情報グループ
　☎ 73-7501

～ 

栗
山
町
地
域
防
災
計
画
を
修
正 

～
防災訓練で実施した
　　　　　消火訓練

町の防災備蓄品

避難所に非常用電源設備を整備
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名
簿
登
録
に
同
意
さ
れ
た
方
の

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成

し
「
避
難
支
援
関
係
者
」
へ
提
供

し
ま
す
。

◆
避
難
支
援
関
係
者
◆

・
警
察
署

・
消
防
署

・
栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
お
住
ま
い
の
地
区
担
当
民

生
委
員

・
お
住
ま
い
の
町
内
会
、
自
治
会

・
自
主
防
災
組
織
（
ま
だ
組
織

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
今
後
組

織
さ
れ
た
場
合
）

※
災
害
時
な
ど
で
本
人
の
生

命
や
身
体
に
危
険
が
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
本
人
の
同
意

が
な
く
て
も
避
難
支
援
関
係

者
へ
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

避
難
支
援
関
係
者
へ
の
名
簿
提

供
は
12
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
新
た
に
名
簿
登
録
対
象
者

と
な
ら
れ
た
方
に
は
、
随
時
、
同

意
書
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
毎
年
12
月
に
更
新
し
た
名
簿

栗
山
町
で
は
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
に
基
づ
き
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
国
の
法
改
正
で
は
、「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の
作
成

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。こ
れ
は
、

地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
と
き
に
、
自
力
で
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
で
、
特
に
支
援
を
必

要
と
す
る
人
の
安
否
確
認
や
避
難

所
ま
で
避
難
で
き
る
よ
う
、
支
援

が
必
要
な
方
の
情
報
を
、
対
象
者

の
同
意
を
得
た
う
え
で
事
前
に
登

録
し
て
い
た
だ
き
、
平
常
時
か
ら

支
援
の
仕
組
み
を
準
備
し
て
お
く

も
の
で
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら

の
地
域
で
の
関
係
づ
く
り
の
た
め

に
も
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
や
町
内
会
、
自
治
会
で
世
帯

台
帳
を
作
成
し
緊
急
時
に
備
え
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
作
成
す
る
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
世
帯
台
帳
の
整
備
に

活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
、
よ
り
一
層
、
町
と
地
域
の
連

携
が
図
れ
、
今
後
の
地
域
の
防
災

活
動
や
要
支
援
者
の
支
援
体
制
の

強
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

警察署・消防署・社会福祉協議会・民生委員・町内会・自治会

①　登録同意書の意志確認

②　登録への同意

④
　

名
簿

の
提

供

避難支援関係者

対象者 役場

③同意者の名簿作成

⑤災害時の避難支援
や日ごろの見守り 町

で
は
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
を
作
成
す
る
た
め
、
今
後
、「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録
の
ご

案
内
」を
対
象
者
へ
郵
送
し
ま
す
。

名
簿
の
登
録
に
際
し
て
個
人
情

報
提
供
の
同
意
の
有
無
を
記
載
し

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
名
簿
登
録
は
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
対
象
者
◆

施
設
や
病
院
な
ど
に
長
期
入

所
、
入
院
し
て
い
な
い
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
介
護
保
険
の
要
介
護
１
～
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
種
１
・

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
・
２
級
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

※
な
お
、
右
記
以
外
の
高
齢
者

や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
も

登
録
で
き
ま
す
の
で
ご
希
望

さ
れ
る
場
合
は
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

を
提
供
い
た
し
ま
す
。

◆
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

に
て
提
供
で
き
る
情
報
は
次

の
と
お
り
で
す

・
氏
名

・
生
年
月
日

・
住
所

・
性
別

・
電
話
番
号

・
そ
の
他
連
絡
先

・
支
援
を
必
要
と
す
る
理
由

（
介
護
認
定
情
報
や
障
害
認

定
情
報
な
ど
）

町
で
は
町
内
連
合
会
や
関
係
団

体
と
で
組
織
す
る
避
難
行
動
要
支

援
者
支
援
対
策
協
議
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
名
簿
を
も
と
に
町

と
町
内
会
や
自
治
会
、
警
察
署
や

消
防
署
な
ど
の
関
係
機
関
で
情
報

を
共
有
し
、
連
携
し
て
要
支
援
者

の
見
守
り
活
動
や
防
災
支
援
活
動

を
行
え
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

※７月上旬に同意書を送付予定
町高齢者・介護グループ

※同意書は 7 月 31 日までに
返送してください。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
と
は
？

対
象
者
に
は
名
簿
登
録
の

案
内
を
送
り
ま
す

要
支
援
者
名
簿
を
「
避
難
支

援
関
係
者
」
へ
提
供
し
ま
す

避難行動要支援者名簿登録の流れ

要
支
援
者
名
簿
で
連
携
し
て
支

援
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
！

避難行動要支援者名簿を作成災害に強い地域を目指し！

災害のとき、支援が必要な方も安心できる仕組みが必要です！

【問い合わせ】
町保健福祉課高齢者・介護グループ　☎ 73-7507
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宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
」

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

朝
日
４
住
宅
団
地
造
成
事
業
の

事
業
期
間
の
変
更
に
よ
る
変
更

１
件
で
す
。

▼
平
成
26
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
３
５
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
84
億

７
３
１
０
万
８
千
円
と
す
る
も

の
で
、
住
宅
団
地
造
成
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
に
係
る
補
正
で

す
。

▼
平
成
26
年
度
栗
山
町
住
宅
団
地

造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

朝
日
４
丁
目
住
宅
団
地
第
４
期

造
成
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
関
連
予
算
３
５
０
万
円
を

新
規
に
計
上
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
由
仁
線
道
路
改
良
工
事
の

請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

６
５
１
２
万
４
千
円

業　

者　

株
式
会
社
岩
崎
建
設
工
業

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
推
せ
ん
に

つ
い
て

渕
野
巌
氏
（
湯
地
）
、
吉
田
寿

栄
氏
（
阿
野
呂
）
を
推
せ
ん
す

る
も
の
で
す
。

平成 26年第 4回栗山町議会定例会

において次の議案が審議されました。
　　　　　

議会の動き

▼
栗
山
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

以
上
４
件
の
条
例
改
正
に
つ
い

て
は
、
役
場
組
織
機
構
改
革
に

伴
う
課
な
ど
の
新
設
、
統
廃
合

に
よ
る
条
例
の
改
正
で
す
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

老
朽
化
に
伴
い
、
除
雪
用
ト

ラ
ッ
ク
１
台
を
３
２
２
３
万

８
千
円
で
更
新
す
る
も
の
で

す
。

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

以
上
２
件
の
規
約
改
正
に
つ
い

て
は
、
本
町
が
加
入
す
る
一
部

事
務
組
合
の
組
織
団
体
に
お
い

て
新
規
加
入
お
よ
び
解
散
脱
退

の
届
出
が
あ
っ
た
こ
と
に
伴
い

そ
れ
ぞ
れ
の
規
約
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

朝
日
４
丁
目
住
宅
団
地
第
４
期

造
成
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
新
た
に
特
別
会
計
を
設
置

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
「
住

　
▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

新
し
い
広
聴
事
業
の
「
く
り
や

ま
キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
」
な
ど
主

要
事
業
の
追
加
6
件
で
す
。

▼
平
成
26
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
3
億

５
９
３
７
万
２
千
円
を
追
加
し

総
額
を
84
億
６
９
６
０
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内

容
は
、
地
域
密
着
型
介
護
老

人
福
祉
施
設
整
備
補
助
金
の

追
加
等
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
平
成
26
年
度
栗
山
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

保
険
税
の
軽
減
措
置
拡
充
、
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
所
得

割
、
資
産
割
、
均
等
割
お
よ
び

平
等
割
の
各
税
率
の
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
お
よ
び
予
算
を
補

正
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

町
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
し
、
個

人
町
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除

の
適
用
の
指
定
を
行
う
た
め
、

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。 議

案

▼
平
成
25
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

社
会
福
祉
費
の
障
害
者
福
祉
シ

ス
テ
ム
改
修
ほ
か
10
事
業
に
つ

い
て
、
年
度
内
の
執
行
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
平
成
26
年
度

へ
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

▼
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力

創
造
プ
ラ
ン
」
改
訂
に
関
す
る

意
見
書

以
上
1
件
が
可
決
さ
れ
、
関
係

省
庁
へ
提
出
さ
れ
ま
す
。

推
せ
ん

意
見
書

報

告

�

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会

議
所
・
楽が

く
り
ょ
く
そ
う
ぞ
う

力
想
造
委
員
会
の

笹
浪
雄
太
で
す
！

私
は
函

館
出
身
の

千
歳
市
育

ち
。
学
校

は
札
幌
に

行
き
、
始
め
て
就
職
し
た
土
地

は
月
形
町
で
し
た
。

現
在
の
勤
務
地
は
札
幌
の
北

区
や
中
央
区
で
、
栗
山
町
の
本

社
と
は
メ
ー
ル
か
電
話
で
済
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
週
に
１
度
は

栗
山
町
に
来
て
い
る
の
で
す

が
、
仕
事
よ
り
も
青
年
会
議
所

の
用
事
の
こ
と
の
ほ
う
が
多

か
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
実
は

栗
山
町
に
は
ま
だ
住
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
に
、
第

二
の
故
郷
の
よ
う
に
勝
手
に
感

じ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
？

1
つ
は
栗
山
町
が
福
祉
先
進

地
と
い
う
こ
と
で
す
。
介
護
福

祉
業
界
に
首
を
突
っ
込
ん
で
20

年
近
く
経
つ
私
に
と
っ
て
、
福

祉
と
い
う
の
は
仕
事
で
あ
り
生

き
る
術
で
あ
り
、
人
生
そ
の
も

の
で
あ
り
ま
す
。
好
景
気
の
時

に
観
光
や
経
済
よ
り
も
「
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
施
策
の
中

心
に
置
い
た
栗
山
町
に
、
親
近

感
を
感
じ
な
い
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。

２
つ
目
に
栗
山
青
年
会
議
所

の
影
響
が
大
き
く
あ
り
ま
す
。

地
元
で
は
な
い
私
に
と
っ
て
寂

し
い
思
い
を
す
る
覚
悟
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
青
年
会
議
所

の
人
た
ち
は
入
会
し
て
20
秒
で

私
を
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
人
た

ち
を
兄
弟
と
思
わ
な
い
わ
け
が

あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

仕
事
と
青
年
会
議
所
の
活
動

で
１
日
20
時
間
く
ら
い
動
き
っ

ぱ
な
し
の
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
福
祉
の
先
進
地
で

家
族
と
呼
べ
る
よ
う
な
人
た
ち

と
一
緒
に
活
動
で
き
る
。
私
に

と
っ
て
青
年
会
議
所
は
特
別
な

存
在
で
す
。
こ
ん
な
気
持
ち
に

さ
せ
て
く
れ
る
青
年
会
議
所
で

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

こ
ん
に
ち
は
！

“
福
祉
”
と
“
Ｊ
Ｃ
”
と
“
く
り
や
ま
”
と
“
私
”
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消
防
庁
長
官
表
彰

▪
永
年
勤
続
功
労
章

永
田　

英
隆（
栗
山
消
防
団
団
長
）

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

▪
精
績
章

永
田　

英
隆（
栗
山
消
防
団
団
長
）

▪
勤
続
章

斉
藤　

哲
也（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

國
岡　

正
好（
第
３
分
団
副
分
団
長
）

丸
山　
　

勝（
第
３
分
団
班
長
）

南
空
知
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

▪
感
謝
状
（
退
団
者
）

関　

吉
一
郎
（
元
団
長
）

清
水　
　

清
（
元
副
団
長
）

南
坂　

明
憲（
元
第
２
分
団
副
分
団
長
）

小
野
寺　

均（
元
第
３
分
団
部
長
）

村
岡　

博
明（
元
第
３
分
団
班
長
）

沼
田　

政
則（
元
第
１
分
団
団
員
）

▪
功
績
章

伊
藤　

三
也（
第
３
分
団
分
団
長
）

▪
精
績
章

金
谷　

雅
人（
第
１
分
団
分
団
長
）

清
水　

嘉
則（
第
３
分
団
部
長
）

▪
勤
労
章

渋
谷　

俊
昭（
第
１
分
団
班
長
）

高
杉　

文
浩（
第
１
分
団
班
長
）

八
手　

健
治（
第
３
分
団
班
長
）

▪
精
勤
章
（
勤
続
30
年
）

斉
藤　

哲
也（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

國
岡　

正
好（
第
３
分
団
副
分
団
長
）

丸
山　
　

勝（
第
３
分
団
班
長
）

▪
精
勤
章
（
勤
続
15
年
）

河
合　

修
一（
第
１
分
団
班
長
）

仲
井　

浩
祐（
第
１
分
団
班
長
）

松
本　
　

毅（
第
２
分
団
団
員
）

宮
本　

孝
之（
第
２
分
団
団
員
）

墨
谷　
　

巌（
第
３
分
団
団
員
）

片
山　
　

肇（
第
３
分
団
団
員
）

団
長
表
彰

▪
感
謝
状
（
退
団
者
）

北
川　

健
太（
元
第
１
分
団
団
員
）

▪
功
績
章

土
井　
　

猛（
第
１
分
団
班
長
）

蛯
名　

勇
人（
第
１
分
団
班
長
）

高
杉　

文
浩（
第
１
分
団
班
長
）

谷
内　

智
隆（
第
３
分
団
班
長
）

井
澤　

雅
彦（
第
３
分
団
班
長
）

▪
精
勤
章
（
勤
続
10
年
）

梅
津　

良
平（
第
１
分
団
団
員
）

柳　
　

哲
輔（
第
１
分
団
団
員
）

越
前
谷
孝
行（
第
１
分
団
団
員
）

坂
口　

卓
也（
第
２
分
団
団
員
）

長
尾　

卓
也（
第
３
分
団
団
員
）

▪
精
勤
章
（
勤
続
5
年
）

端　
　

師
孝（
第
１
分
団
団
員
）

対
馬　

啓
司（
第
１
分
団
団
員
）

松
田　

拓
也（
第
１
分
団
団
員
）

冨
澤　

政
範（
第
２
分
団
団
員
）

小
倉　

大
樹（
第
３
分
団
団
員
）

横
岡　

貴
之（
第
３
分
団
団
員
）

▪
優
秀
章

鈴
木　
　

修（
第
１
分
団
団
員
）

村
上　
　

大（
第
１
分
団
団
員
）

橋
元　

幸
士（
第
２
分
団
団
員
）

水
上　

一
浩（
第
２
分
団
団
員
）

小
川　

貴
臣（
第
３
分
団
団
員
）

富
樫　

真
由（
第
３
分
団
団
員
）

國
岡　

晃
平（
第
３
分
団
団
員
）

平
成
26
年
度
栗
山
消
防
団
春
季
連
合
消
防
演
習
表
彰
者

平
成
26
年
度
栗
山
消
防
団
春
季
連
合
消
防
演
習
表
彰
者

※
敬
称
略



運 動 会
みんなが主役！

継立小学校

いちい保育園

まつば保育園

いちい保育園

栗山小学校

角田小学校

まつば保育園

継立小学校

町内の 3 つの小学校と 2 つの保育園で、子どもたちの笑顔と
元気がいっぱいの運動会が開催されました。

第39回

まつり

夏
くりやま

7月25日（金）・26日（土）

※都合により内容・時間を変更することがあります

◇駅前通り商店街
11:30 ～ 19:00　ザ・カレー市場
12:00 ～ 15:00　ゲートボール大会
12:00 ～ 20:30　ビア・ガーデン
13:00 ～ 20:00　ジンギスカン広場
13:00 ～ 20:00　輪投げ
13:00 ～ 20:30　自由広場、ゲームでがっぽり
14:00 ～ 18:00　2 番街商店会夏まつりセール
15:30 ～ 16:30　サマーコンサート
17:30 ～ 20:30　ロックコンテスト
18:00 ～ 19:00　北の錦試飲会
18:00 ～ 19:00　子どもみこし
18:30 ～ 19:30　郷土芸能パレード ( かさおどり、郷土

おどり、介護学生おどり )
19:30 ～ 20:45　活みこし

◇商店街イベント広場
12:00 ～ 20:30　一町多品コーナー
14:00 ～ 16:00　白バイ・パトカー・警察官ミニ制服

ほくとくんとの無料撮影会
14:00 ～ 16:00　シートベルトコンビンサー無料体験
14:00 ～ 18:00　ダイヤモンドアート「Ｃｈｉｋａ」コーナー
14:15 ～ 14:30　栗山小学校スクールバンド
14:30 ～ 15:00　おえかきっこ「みゆ」似顔絵ショー
15:00 ～ 15:30　交通安全キャンペーン
15:30 ～ 15:45　栗山いちい保育園お遊戯発表
15:30 ～ 18:00　おえかきっこ「みゆ」

似顔絵ペンダントコーナー
15:45 ～ 16:15　おもしろ野菜実験
16:15 ～ 16:45　銭だいこ〔大人＆子供〕

◇駅前通り商店街
10:00 ～ 20:00　自由広場、ゲームでがっぽり
11:00 ～ 14:00　3on3 バスケットボール大会
11:00 ～ 20:00　輪投げ
11:00 ～ 20:30　ビア・ガーデン
11:30 ～ 19:00　ザ・カレー市場
13:00 ～ 20:00　ジンギスカン広場
14:00 ～ 18:00　2 番街商店会夏まつりセール
14:00 ～ 18:00　トークＤＥ二番街
17:00 ～ 18:00　北の錦試飲会
18:00 ～ 20:00　全道和太鼓フェスティバル
20:00 ～ 20:30　打上げ花火

（駅前通り商店街でご覧ください）

◇商店街イベント広場
12:00 ～ 20:30　一町多品コーナー
13:00 ～ 13:30　ＮＡＳＴＹバンド演奏
13:30 ～ 14:30　新鮮野菜オークション
14:30 ～ 15:00　カラオケのど自慢大会【前半の部】
15:00 ～ 15:30　極真空手演武
15:30 ～ 16:00　eight・ＵＰ　ＢＥＡＴ
16:00 ～ 16:30　カラオケのど自慢大会【後半の部】
16:30 ～ 17:00　リズムジャムダンスショーケース
17:00 ～ 17:15　カラオケのど自慢大会審査発表
17:15 ～ 17:30　くりやまＯＨ！！夢乱咲演舞

行　事　名 主　催 実　施　日 会　場
白バイ・パトカー・警察官ミニ制服・ほくとくんとの
無料撮影会＆シートベルトコンビンサー無料体験

栗山警察署
町住民生活課生活安全Ｇ 25 日 商店街イベント広場

北の錦試飲会 小林酒造・栗山町料飲店組合 25 日・26 日 駅前通り商店街
全町柔道大会 栗山町柔道協会 26 日 スポーツセンター
3 ｏｎ 3 バスケットボール大会 バスケットボール協会 26 日 駅前通り商店街

＜ 25 日（金）＞ ＜ 26 日（土）＞

【協賛行事】

◆問い合わせ　くりやま夏まつり実行委員会（商工会議所内）　☎ 72 － 1278
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ボランティア団体「ひまわりグループ」（田畑広子会長）
10 人が 5 月 31 日、町内約 30 カ所のバス停を 4 班に
分かれて清掃しました。毎年、春と秋に行われているボ
ランティア事業で、ベンチを外に出し、天井や壁のほこ
りを払い、窓ガラスを拭くと、バス停は見違えるほどき
れいになりました。田畑会長は「ごみなどの放置はまだ
まだ多いです。ごみは必ず持ち帰ってください。きれい
なバス停で皆さんに気持ちよく使ってもらいたいです」
と話していました。

ボランティアでバス停清掃
きれいなバス停を気持ち良く使って！

脳の健康教室の開校式
読み書きと楽しい会話で認知症予防

栗山町社会福祉協議会（橘一也会長）主催による「脳
の健康教室」の開校式が 6 月 4 日、南部公民館で行わ
れました。簡単な読み書きや計算などで脳を活性化させ、
認知症の予防が目的で、参加した 7 名は、1 から 100
までの数字を順に並べる「すうじ盤」や読み書きプリン
トなどの課題に取り組みました。完成タイムが実年齢よ
り 20 歳も若かった中島外雄さん（77 歳）は「簡単な
課題なので続けていけそう。半年間、自分のために楽し
みながら頑張ろうと思います」と話していました。

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索

16 年の努力が認められ
YOSAKOI ソーラン祭りで表彰

第 23 回 YOSAKOI ソーラン祭りにおいて、「北海道知
事特別賞」と「敢闘賞」をダブル受賞した ｢くりやま
OH!! 夢乱咲（オオムラサキ）｣ の堀文彦代表がメンバー
2 人と、6 月 9 日、椿原紀昭町長へ受賞の報告に訪れま
した。堀代表は「踊りの技術だけではなく、町内のイベ
ント参加など、長年の地域貢献が認められとてもうれし
いです」と話し、「メンバーを増やし、今後もオオムラ
サキの町、栗山を積極的にＰＲしていきます」と抱負を
話していました。

振り込め詐欺に注意して！
いきいきスクール交通安全・防犯教育

栗山町いきいきスクールの交通安全・防犯教育が６
月 19 日、スポーツセンターで開催されました。高齢者
を交通事故や犯罪から守るため毎年実施されているもの
で、栗山警察署から「交通事故防止について」と「犯罪
の予防について」の講話があり参加した約 150 人の受
講生は熱心に聞き入っていました。また、北海道警察音
楽隊から歌謡曲や演歌などの生演奏が披露されたほか、
カラーガード隊による振り込め詐欺防止の啓発を交えた
演舞が披露され、会場は大きな拍手で包まれていました。

栗山町 検索

楽しいお話の世界へ
ちびっこたちも大喜びの「こども読書まつり」
今年で 30 周年をむかえた、おはなしボランティア「栗

の子」（小原富佐子代表）主催の「こども読書まつり」
が 6 月 14 日、町図書館で開かれました。参加した親子
連れなど約 100 人は、迫力満点の大型紙芝居「ピノキオ」
をはじめ、次々と広がるお話の世界にひきこまれていま
した。読み聞かせの他にも、マジックショーなどで会場
は大盛り上がりでした。最後に30周年を記念した缶バッ
ジやお菓子などのお土産が参加者にプレゼントされ、子
どもたちは大喜びしていました。

もっときれいな街へと願い
喫煙者のマナー向上を願い清掃活動

栗山たばこ婦人部（藤田敦子部長）が 6 月 16 日、喫
煙者のマナー向上を目的とした清掃活動「スモーキンク
リーンキャンペーン」を行いました。「ひろえば街がす
きになる運動」と書かれたのぼりを掲げ、同部員や関係
者 12 名が参加。駅前通り商店街から役場庁舎までの道
路脇などに捨てられたタバコの吸い殻やゴミなどを 30
分かけて拾い集めました。藤田部長は「この活動が喫煙
者マナーの向上につながり、もっと町がきれいになれば
と思って毎年取り組んでいます」と話していました。

赤十字のお祭り
ヨーヨー釣りなどの縁日で賑わう

栗山赤十字病院が主催する「赤十字フェスティバル
2014 in 栗山」が 6 月 14 日、同病院で開かれました。
赤十字のさまざまな活動を「見て、触れて、体験して」
もらうために毎年行われているものです。普段見るこ
とはできない CT・X 線のテレビ室の見学など多くのイ
ベントコーナーや、ヨーヨー釣りや綿あめが楽しめる縁
日コーナーなども設けられ、子どもからお年寄りまで楽
しめるフェスティバルとなり多くの参加者で賑わいまし
た。

地域の宝を地域が守る
火薬庫の沢で河川修復作業

ハサンベツ里山計画実行委員会主催による玉石組み作
業が、6月 1 日ハサンベツ川支流の通称「火薬庫の沢」
で行われました。治水とフクドジョウなどの生息地づく
りを兼ねた今回の奉仕作業は、青年会議所や役場職員な
ど約 50 人が参加。流域生態研究所の妹尾優二所長から
「玉石組み」の手順について説明を受けたあと、参加者は、
大きな玉石を手作業で運び、重機で削った川底に敷きつ
めていきました。午後からは酪農学園大学の学生 19 人
も加わり、５カ所の玉石堤防が組みあがりました。
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①
町　

民

・
疑
問
や
意
見
を
投
書

　　　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
疑
問
や
意
見
な
ど
に
、
お
答
え
す
る
た

め
の
仕
組
み
と
し
て
、「
く
り
や
ま
キ
ャ
ッ

チ
ボ
イ
ス
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
い
た
だ
い
た
質
問
や
意

見
に
必
ず
回
答
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

解
決
や
役
場
の
業
務
改
善
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
ご
意
見
な
ど
は
政
策
に

反
映
し
て
い
き
ま
す
。

①
広
報
く
り
や
ま
折
り
込
み
の
専
用
ハ
ガ

キ
（
切
手
不
要
）

※
ハ
ガ
キ
の
折
り
込
み
は
年
５
回
（
今
年

度
は
7
・
9
・
11
・
1
・
3
月
を
予
定
）

※
上
記
の
よ
う
に
、
ハ
ガ
キ
を
切
り
取
っ

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
F
A
X

※
ハ
ガ
キ
を
そ
の
ま
ま
送
信
、
ま
た
は
お

好
き
な
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

�
3
1
7
9
に
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

〇
投
書
を
受
け
付
け
て
か
ら
２
週
間
以
内

に
回
答
を
作
成
し
、
投
書
さ
れ
た
方
へ

直
接
郵
送
し
ま
す
。

〇
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
投
書
と
回
答
を
あ

わ
せ
て
、
全
件
公
開
し
ま
す
。

※
投
書
者
の
氏
名
な
ど
個
人
情
報
は
公
開

し
ま
せ
ん
。　

記
載
例
：
30
代
女
性

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
開
始
は
８
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〇
広
報
く
り
や
ま
特
集
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

ま
す
。（
年
５
回
を
予
定
）

※
誌
面
の
都
合
で
抜
粋
・
要
約
を
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

く
り
や
ま
キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
は
寄
せ
ら

れ
た
す
べ
て
の
投
書
に
対
し
て
必
ず
回
答

を
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
投
書

お
よ
び
回
答
を
全
件
公
開
し
ま
す
。

　

た
だ
し
制
度
の
円
滑
な
運
用
の
た
め
に

「
く
り
や
ま
キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
取
扱
い
基

準
」
を
定
め
、
次
に
該
当
す
る
も
の
に
は

回
答
を
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
回
答
で
き
な
い
も
の

①
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
（
電
話
番
号
）

が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
も
の

②
特
定
者
へ
の
誹
謗
・
中
傷
・
指
摘
・
苦
情　

※
特
定
者
に
は
職
員
を
含
む

③
質
問
の
主
旨
が
不
明
な
も
の

④
同
一
人
で
内
容
が
同
じ（
類
似
を
含
む
）

も
の

⑤
町
行
政
が
所
管
す
る
業
務
の
範
囲
を
超

え
る
も
の　

※
議
会
に
関
す
る
こ
と
も
お
答
え
で
き
ま

せ
ん

※
く
り
や
ま
キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
は
町
民
と

行
政
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
充
実
を

第
一
に
考
え
、
栗
山
町
に
お
住
ま
い
の

方
の
み
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

〇
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
性
別

※
電
話
な
ど
で
投
書
内
容
の
確
認
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
時
に
は
氏
名

は
掲
載
し
ま
せ
ん
。

※
記
載
頂
い
た
住
所
・
氏
名
な
ど
は
栗
山
町
個

人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
適
正
に
管
理
し

ま
す
。

※
広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
時
に
は
、
記

載
内
容
か
ら
個
人
・
団
体
等
が
特
定
さ
れ
な

い
よ
う
に
編
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

①
下
記
ア
ド
レ
ス
か
ら

https://w
w

w.harp.lg.jp/SksJum
inW

eb/
EntryForm

?id=SfQnm
4ig

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
画
面
の
注
目
情
報

（
画
面
右
）
か
ら

③
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
リ
ン
ク
先
か
ら

く
り
や
ま
キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス

キリトリ

皆
さ
ん
の
疑
問
や
意
見
に
お
答
え
し
ま
す
！

キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
に
つ
い
て

投
書
方
法
に
つ
い
て

回
答
・
公
開
に
つ
い
て

キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
の
約
束

必
須
記
入
事
項
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
に
つ
い
て

④
町
民
に
公
開

・
回
答
書
（
郵
送
）、
広
報
く
り
や
ま

  

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

②
総
務
課

・
投
書
受
付
、
担
当
課
へ
回
送

③
担
当
課

・
回
答
の
作
成
、
課
題
対
応
な
ど

制
度
の
流
れ

※ 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は

「
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
」

の
登
録
商
標
で
す
。

■
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

町
総
務
課 
広
報
・
防
災
・
情
報
グ
ル
ー
プ 

☎
�
７
５
０
１

町外の方は
対象外です

✂

■申込期間　７月１日㈫～ 18 日㈮
■応募資格　・町内に在住、在勤、または在学されている満 18 歳以上の方
　　　　　　・３機関以上の町の審議会・委員会などの委員の方は応募できません。
■応募方法　・専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出してください。
　　　　　　・申込書は下記申込先でお渡ししますが、町ホームページからもダウン
　　　　　　　ロードできます。
■決定方法　申込書による書類選考および面談　＊申込書は返却しません。

まちづくり審議会・委員会 町では、町民参加の機会を広げる
ため、各種審議会・委員会などの
公募を推進しています。

健康増進計画とは？
町では、子どもから高齢者まで全ての町民が共に支え合いながら健やかに生活できるまちを実現し、健康で元
気に生活できる期間「健康寿命」を延伸することを目指すために国および道の基本方針などにもとづき、栗
山町健康増進計画を策定します。
■協議内容　町がまとめた「健康増進計画素案」について検討
■公募人数　３人　（総委員数 13 人）　
■応募資格　今年度３回程度の会議に出席いただける方　
■任 期　 第１回目の委員会議の日（８月下旬）から平成 27 年３月 31 日まで
■会議など　・平日の夜間（90 分程度）全３回程度開催予定
　　　　　　・会議１回出席につき 3,000 円の謝礼
　　　　　　・この会議は原則公開となります。
■申込先・問い合わせ　町保健福祉課健康推進グループ　☎ 73-2256　FAX73-2266
　　　　　　　　　　　Ｅメール kenkousuisin-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

▲

栗山町健康増進計画策定委員会

応
募
要
領

25 広報くりやま   2014. 7

募
集

どうする？10 年後の栗山町

栗山町第６次総合計画
策定中です。

栗山町第６次総合計画（H27 ～ H34）の策定

平成 27 ～ 34 年度（８年間）の町の最上位計画

計画原案に対する意見を
お聞かせください―

①７月１５日㈫  18：30 ～
　 会場：総合福祉センター

②７月１６日㈬  18：30 ～
　 会場：角田農村環境改善センター

③７月１８日㈮  18：30 ～
　 会場：南部公民館

■地域別懇談会を開催します

町では、昨年度から各種懇談会などでお聞きした
みなさんの意見をもとに、第６次総合計画原案の
整理を進めています。その内容を詳しく知ってい
ただき、原案に対する意見をお聞きするため、今
後地域、分野ごとに懇談会を開催します。
７月に実施する地域別懇談会は下記のとおりで
す。たくさんのご参加をお待ちしております。
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

■
保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
の
一
斉
更
新
に
つ
い
て

◆
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
保
険
証
の
有
効
期
限
が
平

成
26
年
7
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た

め
、8
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

7
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
お
持
ち

の
ピ
ン
ク
色
の
保
険
証
を
破
棄
し
、
黄
緑
色

の
も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

◆
減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
）
も
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限

が
、
平
成
26
年
7
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と

な
る
た
め
、
8
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
有
効
期
限
は
保
険
証
と
同
じ
く
1

年
間
で
す
。

　

今
ま
で
減
額
認
定
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

方
で
、
引
き
続
き
減
額
認
定
証
の
交
付
対
象

と
な
る
方
に
は
、
保
険
証
と
と
も
に
減
額
認

定
証
を
郵
送
し
ま
す
。（
申
請
手
続
き
は
不

要
で
す
）
8
月
1
日
か
ら
は
お
持
ち
の
水
色

の
減
額
認
定
証
を
破
棄
し
、
黄
色
の
も
の
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
減
額
認
定
の
対
象
と
な
る
方
（
次

の
交
付
対
象
に
該
当
す
る
方
）
に
は
申
請
書

を
お
送
り
し
ま
す
。
町
住
民
生
活
課
住
民
・

国
保
グ
ル
ー
プ
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成

27
年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。

○
紛
失
し
た
と
き
や
、
汚
れ
た
と
き
は
再

交
付
し
ま
す
の
で
、
町
住
民
生
活
課
住

民
・
国
保
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

※
新
し
い
保
険
証
の
色
は
黄
緑
色
で
す

区　分　Ⅱ ・世帯全員が住民税非課税である方

区　分　Ⅰ
　世帯全員が住民税非課税である方のうち、

　次のいずれかに該当する方

・世帯全員の所得が 0 円の方

（公的年金収入のみの場合、その受給額が８０万円以下の方）

・老齢福祉年金を受給されている方

減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

※
新
し
い
減
額
認
定
証
は
黄
色
で
す

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

70
～
74
歳
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ

◆
高
齢
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期

限
が
平
成
26
年
7
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と

な
る
た
め
、
8
月
か
ら
使
え
る
受
給
者
証
を

7
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。
8
月
1
日
か
ら
は

古
い
受
給
者
証
を
破
棄
し
、
新
し
い
も
の
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

◆
減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
）
を
申
請
に
よ
り
交
付
し

ま
す

　

減
額
認
定
証
は
、
通
院
・
入
院
し
た
際
の

医
療
費
や
食
事
代
な
ど
の
自
己
負
担
額
を
軽

減
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

8
月
か
ら
減
額
認
定
証
の
交
付
対
象
と
な

る
方
（
※
）
に
は
、
高
齢
受
給
者
証
と
と
も

に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
町
住
民

生
活
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
同
じ
世
帯
の
世
帯
主
及
び
国
保
被
保
険
者

が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
方

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
１
（
２
９
０
）
５
６
０
１

町
住
民
生
活
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
８　

町
住
民
生
活
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
８　

7
月
に
保
険
料
額
を

　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
平
成
26
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て

◆
保
険
料
の
減
免

　

災
害
、
失
業
な
ど
に
よ
る
所
得
の
大
幅
な

減
少
、
そ
の
他
特
別
の
事
情
で
生
活
が
著
し

く
困
窮
し
、
保
険
料
の
お
支
払
い
が
困
難
な

方
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
減
免
が
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の
お
支
払

い
が
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
の
お
支
払
い
方
法

①
年
金
か
ら
の
お
支
払
い

②
口
座
振
替

　
（
本
人
の
保
険
証
・
お
支
払
い
す
る
口
座
の

預
金
通
帳
と
お
届
け
印
が
必
要
）

※
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
か
ら
口
座
振
替
に

切
り
替
わ
る
時
期
は
、
申
し
出
の
時
期
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
税
申
告
の
際
の
「
社
会
保
険
料
控
除
」
は

お
支
払
い
す
る
方
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
（
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
の
場
合
、
お
支

払
い
す
る
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
）

均　等　割
【1 人当たりの額】

51,472 円

≪保険料の計算方法≫

　

医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
薬
に
は
、
新
薬

(

先
発
医
薬
品)

と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

(

後
発
医
薬
品)

が
あ
り
ま
す
。 

　
　

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
伝
え
る
か
、

「
希
望
カ
ー
ド
」
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◆
効
き
目
・
安
全
性
に
つ
い
て 

 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
と
同
等

の
効
果
・
効
能
を
持
ち
、
厚
生
労
働
省
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
安
全
な
お
薬
で

す
。

　

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
主
治
医
や
薬
剤
師

に
よ
く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
価
格
に
つ
い
て 

 
 

 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す
る
と
、

お
薬
代
が
安
く
な
り
ま
す
。
薬
に
よ
っ
て

は
、
新
薬
よ
り
３
～
５
割
以
上
安
く
な
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

町
住
民
生
活
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
８　

所　得　割
【本人の所得に応じた額】

（平成 25 年中の所得－ 33 万円）×

10.52%

1 年間の保険料
（100 円未満切り捨て）＋ ＝

○ 1 年間の保険料の上限額は 57 万円です。

○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

※「所得」とは前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与

　所得控除額など）を引いたものです。

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
５　

医
療
費
通
知
の
発
行
を

希
望
さ
れ
る
方
へ

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
健
康
や
医
療
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医

療
費
を
半
年
ご
と
に
ま
と
め
、
ご
希
望
の
方

に
医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
発
行
は
9
月
（
平
成
26
年
1

月
～
6
月
の
医
療
費
を
対
象
）
に
行
い
ま
す
。

◆
新
た
に
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　

新
た
に
発
行
を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
連

絡
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
電
話
連
絡

だ
け
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
）

※
す
で
に
発
行
希
望
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
い

て
い
る
方
に
は
、継
続
し
て
発
行
し
ま
す
。

※
こ
の
通
知
を
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
申
請
な
ど
の
手
続
き
を
さ
れ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
通
知
を
確
定
申
告
な
ど
の
「
医
療
費

控
除
」
の
領
収
書
の
代
わ
り
と
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
１
（
２
９
０
）
５
６
０
１

町
住
民
生
活
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
８
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
に
つ
い
て
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夏
の
交
通
安
全
運
動

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
観
光
・
行

楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
と
、
自
動

車
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く

な
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
は
増

え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
と
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
夏

休
み
を
控
え
た
「
子
ど
も
の
交
通

事
故｣

防
止
と
増
加
傾
向
に
あ
る

「
高
齢
者
の
交
通
事
故
」
防
止
、

夏
場
に
多
い
「
自
転
車
・
二
輪
車

の
交
通
事
故
」
抑
止
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

■
期　

間

　

7
月
11
日
㈮
～
7
月
20
日
㈰

■
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故　

～ 

め
ざ
せ　

安
全
で
安
心
な
北
海
道 

～

■
運
動
の
重
点

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

○
速
度
の
出
し
過
ぎ
、
居
眠
り
等

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
型
の
交
通
事

故
防
止

○
自
転
車
・
二
輪
車
の
交
通
事
故

防
止

白
バ
イ
な
ど
の
乗
車
体
験
！

７
月
25
日
㈮
午
後
２
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
の
間
、「
く
り
や
ま

夏
ま
つ
り
会
場　

商
店
街
イ
ベ
ン

ト
広
場
」
に
お
い
て
、
北
海
道
警

察
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
ほ
く
と
く
ん
」

が
来
場
し
ま
す
。

栗
山
警
察
署
と
栗
山
町
交
通
安

全
協
会
の
主
催
に
よ
る
交
通
安
全

の
啓
発
活
動
の
一
環
事
業
と
し

て
、
警
察
官
ミ
ニ
制
服
の
着
用
や

白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー
の
乗
車
体
験
、

記
念
撮
影
、
時
速
５
㌖
程
度
の
ス

ピ
ー
ド
で
衝
撃
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
効
果
が
体
験
で
き
る
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー
の
無
料

体
験
が
で
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　

町
環
境
政
策
課　

環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
１
０

ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

夏
の
暴
力
追
放
運
動

道
内
の
暴
力
団
は
、
暴
力
団
排

除
気
運
の
高
ま
り
に
よ
り
社
会
か

ら
の
孤
立
化
が
進
ん
で
い
る
一

方
、
組
織
の
維
持
・
拡
大
の
た
め

組
織
の
系
列
化
と
不
透
明
化
を
図

り
な
が
ら
、
巧
み
に
資
金
獲
得
活

動
を
潜
在
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
、
学
校
の
夏
休
み

期
間
に
合
わ
せ
て
「
夏
の
暴
力
追

放
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
青
少

年
を
犯
罪
や
非
行
か
ら
守
り
、
暴

力
団
の
資
金
源
を
絶
つ
た
め
、
関

係
機
関
が
実
施
す
る
取
り
締
ま
り

や
各
種
活
動
と
連
動
さ
せ
た
暴
力

追
放
の
道
民
運
動
を
道
内
全
域
に

お
い
て
強
力
に
推
進
し
、「
５
な

い
運
動
」
を
展
開
し
ま
す
。

■
期　

間

　

７
月
21
日
㈪
～
８
月
20
日
㈬

■
重
点
目
標

・
暴
力
団
の
違
法
な
資
金
獲
得
活

動
の
実
態
周
知
と
被
害
防
止

・
少
年
に
対
す
る
暴
力
団
の
影
響

排
除
と
環
境
の
浄
化

■
５
な
い
運
動

①
暴
力
団
に
施
設
を
利
用
さ
せ
な
い

②
暴
力
団
に
資
金
を
提
供
し
な
い

③
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

④
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

⑤
泣
き
寝
入
り
し
な
い

節
電
の
ご
協
力
の
お
願
い

平
成
26
年
度
夏
季
の
北
海
道
電

力
管
内
の
電
力
需
給
は
、
平
成
22

年
並
み
の
猛
暑
や
経
済
成
長
に
よ

る
需
要
の
増
加
を
織
り
込
ん
だ
う

え
で
、
安
定
し
た
供
給
に
最
低
限

必
要
な
予
備
率
３
％
を
確
保
で
き

る
見
通
し
で
す
。

し
か
し
、
大
規
模
な
発
電
所
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、

安
定
し
た
電
力
供
給
が
で
き
な
い

可
能
性
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
経
済
活
動
や
日
常

生
活
へ
の
影
響
を
回
避
し
た
無
理

の
な
い
形
で
節
電
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
特
に
高
齢
者
、
乳

幼
児
の
方
々
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
の
も
と
、
可
能
な
範
囲

で
ご
協
力
願
い
ま
す
。

■
平
成
26
年
度
夏
季
の
節
電
協
力

要
請
期
間

7
月
１
日
㈫
か
ら
９
月
30
日
㈫

ま
で
の
平
日
（
た
だ
し
８
月
13

～
15
日
を
除
く
）

※
本
期
間
中
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
の
11
時
間
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
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■ 国 民 健 康 保 険 税  ～税率を見直します～

◆低所得者にかかる軽減の拡充とあわせて、基金を活用して
　保険税を引き下げ、被保険者の負担軽減を図ります。

 医療分、後期高齢者支援金分、介護納付金分の各税率および課税限度額の見直し

区　分 医療分
後期高齢者

支援金分
介護納付金分

所得割 8.2% 2.2% 1.5%
資産割 25.0% 5.0% 3.0%
均等割 24,000 円 6,500 円 6,500 円
平等割 32,000 円 8,500 円 8,500 円

課税限度額 510,000 円 140,000 円 120,000 円

【平成 25 年度】

医療分
後期高齢者

支援金分
介護納付金分

8.1% 2.1% 1.5%
25.0% 4.0% 3.0%

24,000 円 7,000 円 7,000 円
30,000 円 8,000 円 8,000 円

510,000 円 160,000 円 140,000 円

【平成 26 年度】

 低 所 得 者 世 帯 に か か る 軽 減 判 定 方 法 の 見 直 し

軽減対象となる所得の基準 軽減割合 改正点
　世帯の所得が 33 万円以下 7 割 　改正はありません

　世帯の所得が 33 万円＋ 24 万 5 千円×
　（被保険者数 + 特定同一世帯所属者数）以下

5 割
　世帯主を含むよう改正
　（世帯主以外の被保険者数→被保険者数）

　世帯の所得が 33 万円＋ 45 万円×
　（被保険者数 + 特定同一世帯所属者数）以下

2 割
　基準金額を改正
　（35 万円→ 45 万円）

※納税通知書は
　7 月中旬にお届けします。

■ 介 護 保 険 料

　65 歳以上の方の介護保険料は平成 26 年ま

で据え置きになります。同保険料は、介護保

険事業の健全かつ円滑な運営を目指すととも

に、介護保険制度における給付サービスの確

保を図るため策定した第 5 期介護保険事業計

画（平成 24 年度～ 26 年度）に基づいて決定

したものです。詳細は右の表を参照願います。

◆納付通知書は 7 月中旬にお届けします

　保険料段階と介護保険料は、本人と世帯員

の前年の所得状況によって決定され、7 月中

旬に発送する「介護保険料納付通知書」でお

知らせします。

段階区分 割　合 対象となる被保険者
（65 歳以上の方）

年　　間
保険料額

第 1 段階 基 準 額 の
0.5 倍

生活保護を受給されている方、
老齢福祉年金受給者で世帯全員
が住民税非課税の方

29,200 円

第 2 段階 基 準 額 の
0.5 倍

世帯全員が住民税非課税で合計
所得金額 + 課税年金収入額が年
額 80 万円以下の方

29,200 円

第 3 段階
（軽減）

基 準 額 の
0.63 倍

世帯全員が住民税非課税で合計
所得金額 + 課税年金収入額が年
額 120 万円以下の方

36,800 円

第 3 段階 基 準 額 の
0.75 倍

世帯全員が住民税非課税で第 1
段階・第 2 段階・第 3 段階軽減
に該当しない方

43,800 円

第 4 段階
（軽減）

基 準 額 の
0.88 倍

住民税課税世帯で本人が非課税、
合計所得金額 + 課税年金収入額
が年額 80 万円以下の方

51,400 円

第 4 段階 基準額 住民税課税世帯で本人が非課税、
第 4 段階軽減に該当しない方 58,500 円

第 5 段階 基 準 額 の
1.25 倍

本人が住民税を課税されており、
合計所得が 190 万円未満の方 73,100 円

第 6 段階 基 準 額 の
1.5 倍

本人が住民税を課税されており、
合計所得が 190 万円以上の方 87,700 円

平成 26 年度　介護保険料

～ 65 歳以上は保険料据え置き～

 【お問い合わせ】　　町税務課　課税グループ　　☎   73-7505

※特定同一世帯所属者数…後期高齢者医療制度に移行する際に、国民保険の被保険者であって、
　　　　　　　　　　　　引き続き同一世帯の後期高齢者の人数



『
定
例
健
康
相
談
日
』
の
ご
案
内

「
最
近
血
圧
が
気
に
な
る
」「
体
重
を
減
ら

し
た
い
け
ど
食
事
の
工
夫
は
ど
う
し
た
ら
い

い
だ
ろ
う
？
」「
健
診
を
受
け
て
み
た
け
ど

結
果
の
見
方
が
わ
か
ら
な
い
」「
子
ど
も
の

成
長
や
発
達
が
気
に
な
る
」
な
ど
お
悩
み
の

方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

毎
週
月
曜
日
（
南
部
地
域
は
第
１
・
第
３

金
曜
日
）、
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、
管

理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定
例
健
康
相
談
で
筋
肉
量
な
ど
を

測
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
無
料
）

３
つ
の
会
場
で
実
施
し
て
い
る
定
例
健
康

相
談
で
は
、
新
た
に
「
体た

い
そ
せ
い
け
い

組
成
計
」
を
導
入

し
ま
し
た
。

体
脂
肪
・
筋
肉
量
・
基
礎
代
謝
量
・
内
臓

脂
肪
レ
ベ
ル
・
推
定
骨
量
・
体
水
分
率
な
ど

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
体
脂
肪
計
以
上
に
多

く
の
項
目
を
簡
単
に
測
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
体
脂
肪
が
多
す
ぎ
た
り
、
筋
肉
が
少
な

す
ぎ
た
り
な
ど
の
体
組
成
の
バ
ラ
ン
ス
や
自

分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

日
常
生
活
で
気
を
付
け
て
い
く
点
が
わ
か
り

ま
す
。

※
定
例
健
康
相
談
日
の
ほ
か
、
希
望
に
よ
り

各
地
域
の
会
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
保

健
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康
講
話
な

ど
に
持
ち
出
し
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

くりやまフレンド歯科　院長 戸田　博文

熱
中
症
予
防
に
は
「
意
識
し
て
」

水
分
補
給
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

熱
中
症
は
、
そ
の
日
の
体
調
や
暑
さ
に
対

す
る
体
の
慣
れ
が
影
響
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
気
温
が
高
く
な
い
と
き
で
も
、
湿
度

や
、
急
な
気
温
の
上
昇
に
よ
る
変
化
に
慣
れ

て
い
な
い
と
き
は
注
意
が
必
要
で
す
。ま
た
、

熱
中
症
は
、「
屋
内
」
で
も
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防
に
は
、
こ
ま
め
に
水
分
を

補
給
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
高
齢
に
な
る
と
体
内
の
水
分
量
が
少

な
く
体
の
調
節
機
能
が
低
下
す
る
た
め
熱
中

症
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

喉
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
暑
い
日
に

は
、
特
に
意
識
し
て
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ

う
。

日　程：８月７日（木）
　　　　７：５０　役場集合

（役場到着１２時頃）
場　所：札幌がん検診センター（北海道対がん協会）
項　目：特定・生活習慣病予防・無料・いきいき健診

がん検診（胃・肺・大腸・子宮・乳）
※各健（検）診項目には対象要件があります。料金な

どご不明な点は、下記まで問い合わせください。

定例健康相談日
会　　場 日時（祝日除く）

いきいき交流プ
ラザ（サンタの笑顔）

毎週月曜日

10:00 ～ 11:30

総 合 福 祉 セ ン
ター「しゃるる」

毎週月曜日

13:00 ～ 16:00

南部公民館
第１・第３金曜日

9:30 ～ 11:30

熱中症患者の発生場所

北海道内６１消防本部搬送記録から（平成 22年～ 24 年：2,711 人の統計）

屋内生活
44.8％

スポーツ中
14.0％

屋外生活
13.6％

仕事中
21.7％

その他　1.9％入浴中　2.6％
車内　1.4％

【申込先・問い合わせ】　町保健福祉課　健康推進グループ　☎ 73-2256　FAX73-2266

　毎日触れている色は、私たちに大きな影響を与えて
います。「色の力」を楽しく学んでみませんか？

講　義：こころのカラーは元気ですか？
　　　　　～色のパワーを感じよう！～
講　師：株式会社トゥルーカラーズ　中田哉子氏

日　時：7 月 23 日㈬　13：30 ～ 15：00
場　所：総合福祉センター「しゃるる」大ホール
定　員：先着 30 人　受講料は無料

受けよう！がん検診！

～役場の無料送迎付き！～

こころの健康づくり講座

くりやま健康マイレージ対象事業！

す
。
あ
と
痛
み
も
出
て
き
ま
す
。

昔
は
歯
科
医
院
も
少
な
か
っ
た
せ
い
か
、

痛
い
の
を
我
慢
し
て
頑
張
っ
て
自
分
の
も
の

に
し
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、
は
っ
き
り

言
っ
て
拷
問
で
す
、
昔
の
方
は
よ
く
頑
張
っ

た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
口
を
入
れ
歯

に
合
わ
す
の
で
は
な
く
、
入
れ
歯
を
皆
さ
ん

の
お
口
に
合
わ
す
の
で
す
。
そ
の
合
わ
す
仕

事
、
作
業
が
歯
科
医
の
す
る
こ
と
で
す
。
中

に
は
器
用
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
れ
、
ご
自

分
で
削
っ
た
り
、
磨
い
た
り
し
て
合
わ
し
た

り
す
る
の
を
拝
見
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
く
稀
の
稀
で
、
ほ
と
ん
ど
ご
自
身
で

合
わ
す
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
こ
の
合
わ
す

の
が
歯
科
医
の
ウ
デ
の
見
せ
所
で
す
。

◆
入
れ
歯
の
い
ろ
い
ろ
・
・

次
に
入
れ
歯
の
魅
力
と
大
変
な
と
こ
ろ
を

お
話
し
し
ま
し
ょ
う
！

え
？
魅
力
な
ん
て
あ
る
の
で
す
か
？
は

い
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
主
な
魅
力
と
し

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

health columu

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
入
れ
歯
！

あ
な
た
に
合
っ
て
い
ま
す
か
？

健康のコラム

新しく導入した「体組成計」

測定方法は、はだしで 1 分乗るだけ！
「体内年齢」や「体型判断」なども判定

できます！

た
よ
ね
！
素
晴
ら
し
く
、
か
つ
感
動
で
す
！

で
も
彼
ら
、
彼
女
ら
は
最
初
か
ら
義
足
で
う

ま
く
走
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
ん
な
こ

と
は
決
し
て
な
く
、
足
を
失
っ
た
精
神
的

シ
ョ
ッ
ク
は
は
か
り
知
れ
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ

（
医
学
的
、
心
理
的
な
指
導
や
機
能
訓
練
を

施
し
、
機
能
回
復
、
社
会
復
帰
を
は
か
る
こ

と
）
に
リ
ハ
ビ
リ
を
重
ね
や
っ
と
義
足
を
自

分
の
体
の
一
部
に
し
た
の
で
す
。

◆
入
れ
歯
を
自
分
の
身
体
の
一
部
に
す
る

入
れ
歯
、
義
歯
も
同
じ
で
リ
ハ
ビ
リ
が
絶

対
に
必
要
で
す
。
こ
の「
リ
ハ
ビ
リ
の
感
覚
」

が
な
い
と
間
違
い
な
く
自
分
の
も
の
に
で
き

ず
使
え
ま
せ
ん
。
歯
な
し
の
人
生
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
で
は
、
こ
の
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
場

所
は
ど
こ
か
と
い
う
と
そ
れ
が
歯
科
医
院
な

の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
歯
科
医
、
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
な
っ
て
入
れ
歯
を
自
分
の
身
体
の

一
部
に
す
る
の
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
の
期
間
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば

必
ず
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
！

歯
を
失
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
、
咬
め
な
く
な
っ

た
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
抜
け
出
し
、
一
緒
に
リ
ハ

ビ
リ
を
頑
張
り
ま
せ
ん
か
？
あ
き
ら
め
な
い

人
間
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

て
は

1
今
あ
る
歯
を
ほ
と
ん
ど
削
ら
ず
、
傷
つ
け

ず
、
粘
土
で
型
を
と
る
だ
け
で
（
こ
れ
も

中
に
は
大
変
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ま
す

が
・
・
・
）
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
昔
は
悪
か
っ
た
歯
並
び
を
き
れ
い
に
で
き

る
。
口
も
と
を
張
ら
せ
て
し
わ
が
消
え
る

3
揺
れ
て
い
る
歯
よ
り
は
か
め
る
。

4
歯
か
ら
全
身
へ
の
細
菌
感
染
が
な
い
（
歯

周
病
の
歯
、
歯
ぐ
き
は
体
内
へ
の
細
菌
の

入
り
口
に
な
り
ま
す
）

5
歯
を
磨
く
よ
り
手
入
れ
が
し
や
す
い
。
将

来
、
多
少
手
足
が
不
自
由
に
な
っ
て
も
あ

る
程
度
自
分
で
手
入
れ
で
き
る
。
自
分
で

で
き
な
く
て
も
ほ
か
の
人
が
手
入
れ
し
や

す
い
。
最
近
、
普
及
し
て
き
た
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
治
療
は
あ
く
ま
で
も
ご
自
身
で
清
掃

で
き
、
歯
科
医
院
に
通
院
し
て
定
期
的
に

清
掃
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。
寝
た
き
り

な
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
の
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
を
ど
う
し
た
ら
良
い
状
態
を
維
持
で

き
る
か
が
今
後
の
歯
科
界
の
課
題
で
す
。

そ
れ
で
は
、
大
変
な
と
こ
ろ
は
？

意
外
に
も
入
れ
歯
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
を
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
と
こ
ろ

が
、
大
変
に
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
い
ま
す
と
、
皆
さ

ん
義
足
と
い
う
言
葉
を
お
聞
き
し
た
こ
と
は

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
義
足
の
ラ
ン
ナ
ー

が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
先
日
は
ボ
ス
ト
ン
マ

ラ
ソ
ン
で
テ
ロ
の
被
災
者
が
走
っ
て
い
ま
し

こ
ん
に
ち
は
！
今
回
は
前
回
の
続
き
で

す
。
ど
う
し
て
入
れ
歯
で
困
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
？
で
し
た
ね
！

答
え
は
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
「
入
れ
歯
が
合
っ

て
な
い
」
か
ら
で
す
。

ま
っ
た
く
合
っ
て
い
な
い
か
、
合
っ
て
い

る
よ
う
で
合
っ
て
い
な
い
か
ど
れ
か
で
す
。

皆
さ
ん
、
ご
自
分
の
顎
、
歯
、
歯
ぐ
き
が

入
れ
歯
に
合
っ
て
い
な
い
、向
い
て
い
な
い
、

顎
が
悪
い
、
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

で
は
な
く
て
「
入
れ
歯
が
合
っ
て
い
な
い
」

の
で
す
よ
！

入
れ
歯
は
、
前
回
号
で
も
申
し
上
げ
ま
し

た
よ
う
に
犬
も
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
異
物

で
あ
り
固
い
も
の
で
す
か
ら
、
合
っ
て
い
な

い
だ
け
で
、
異
物
感
が
消
え
ず
、
い
つ
ま
で

も
慣
れ
て
き
ま
せ
ん
。
慣
れ
る
方
が
無
理
で

お口の中で綺麗に噛んでいるようにみえ
ても、調べると実はこんなにずれていて
噛んでいないことがよくあります！
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ま ち の ひ ろ ば

7 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ

【問い合わせ】南空知消費生活相談室　☎ 72-3581

2014 栗山公園だより 7 月号　vol.76

取材を装って被害回復をうたう手口に注意！

【相談事例】
放送局を名乗る男性から「過去の投資被害の状況を取材したい。
協力してもらえれば被害金を取り戻す」と電話があった。すっか
り信用してしまい「被害金を取り戻す代わりに、金取引に出資し
てほしい」と言われ、18 万円を振り込んだ。しかし、その後連
絡が取れなくなってしまった。　（70歳代　女性）

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

栗山公園 7月イベント情報

毎週
月・木曜日

勤労者福祉センター
13：00 ～ 16：00

毎月
第2・4 水曜日

いきいき交流プラザ「サンタの笑顔」
13：00 ～ 15：00

【消費者へのアドバイス】
いったんお金を支払ってしまうと取り戻すのは極めて困難で
す。きっぱり断ることが大切です。お困りのときは、南空知消
費生活相談室にご相談ください。

以前、投資被害にあった人に、放送局な
どの報道機関を装い新たな支払いを要求
する手口が増えています。

てってって広場
親子で遊びに来てみませんか？
日時／ 7月1 日㈫ ・15 日 ㈫ 10：30 ～

内容／ 1 日㈫「赤ちゃん広場」

　　　　・うたあそび（スキンシップ）

　　　15 日㈫「せいさくひろば」

　　　　・折り紙

安田光良氏作品展
期間／７月2 日㈬～

素晴らしい作品をこの機会にぜひご

覧ください！

夏まつり
～栗夢プラザ催し物～
日時／７月25 日㈮、26 日㈯

内容／手打ちそば

・栗山手打ちそば愛好会によるおい

しいおそばをぜひ、ご賞味ください

※生冷麦の試食・販売もあります！

街かど介護相談
日時／第２・4金曜日　11：00 ～13：00

大好評！手打ちそば
日時／毎週金曜日

　　　 11：30 ～ 12：30

【ホール・会議室ご利用のご案内】　
サークルや団体の催し、商品の展示会
などご利用をお待ちしております。
まずはお気軽にご相談ください！！ 

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ 73-5515・Fax 73-5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　　10：00 ～ 17：00

第７回

栗山公園こどもまつり開催！

　　　　

  タイムスケジュール
10：00 ～わなげ・ヨーヨーつり

あみだくじ申込み

10：20 ～ふれあいタイム

（うさぎ小屋に入ることができます）

11：00 ～青空ボーリング

12：00 ～パクパクタイム

12：00 ～くりりっぱ大会

13：40 ～あみだくじ大抽選会

わなげ・ヨーヨーつりは 1 回 50 円
そのほかはすべて無料です♪

7/13 

楽しいイベントいっぱい！

みんなで来てね♪

 ㈰
 10：00 ～

－問い合わせ－
子育て支援センター
☎72- 1280

《
児
童
館
》

　

18
歳
未
満
の
す
べ
て
の
児
童
が
利
用
対

象
で
、
健
全
な
遊
び
や
体
験
活
動
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
増
進
し
、
情

操
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

《
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
じ
の
こ
》

　

就
労
な
ど
に
よ
り
保
護
者
が
昼
間
家
庭

に
い
な
い
小
学
1
年
～
3
年
生
を
対
象
に

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す

る
、
安
心
・
安
全
な
遊
び
の
場
で
す
。
現

在
、
72
名
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

《
一
時
預
か
り
事
業
》

　

就
労
や
就
学
・
緊
急
な
用
事
・
育
児
負

担
の
軽
減
・
私
的
理
由
（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
）

な
ど
、
小
学
生
の
お
子
さ
ん
を
一
時
的
に

お
預
か
り
し
ま
す
。（
利
用
前
に
登
録
が

必
要
。
利
用
対
象
は
小
学
1
年
～
6
年
生

ま
で
。
週
３
日
ま
で
利
用
可
。
生
活
保
護

家
庭
は
無
料
。詳
し
く
は
別
表
の
と
お
り
）

《
お
年
寄
り
や
赤
ち
ゃ
ん
と
の
交
流
》

　

異
世
代
と
の
関
わ
り
が
希
薄
化
し
て
い

る
今
、
交
流
会
を
通
じ
て
い
た
わ
り
や
思

い
や
り
の
心
を
育
む
機
会
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
2
階
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
併
設
し
て
い
る
た
め
、
乳
幼
児
と

遊
ぶ
体
験
も
で
き
ま
す
。

《
郷
土
芸
能
「
銭
だ
い
こ
」
の
取
り
組
み
》

　

ふ
る
さ
と
教
育
の
一
環
と
し
て
、
３
年

前
か
ら
始
め
ま
し
た
。
指
導
員
手
作
り
の

バ
チ
を
持
ち
、
夏
祭
り
に
銭
だ
い
こ
の
メ

ン
バ
ー
の
方
た
ち
と
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
に

立
つ
た
め
、
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。

《
児
童
セ
ン
タ
ー
祭
り
》

　

毎
年
約
３
０
０
人
の
親
子
が
参
加
す
る

行
事
で
す
。
3
年
生
を
中
心
に
企
画
を
考

え
、
1
・
2
年
生
も
協
力
し
、
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
し
ま
す
。
栗

山
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、人
権
擁
護
委
員
、

風
船
サ
ー
ク
ル
な
ど
た
く
さ
ん
の
地
域
の

方
に
支
え
ら
れ
、
今
年
も
8
月
23
日
㈯
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　町は昭和 46 年から栗山町立学童保育所の運営を開始。平成 5 年には現在の場所（中

央 4）に栗山町児童センターとして移転しました。放課後には子どもたちの元気な声が

響いています。

子どもたちがつながる場所

栗山町児童センター

児
童
セ
ン
タ
ー
の
主
な
役
割

異
世
代
と
の
つ
な
が
り

地
域
と
の
つ
な
が
り

利
用
時
間

時　　間

学校登校日 放課後～午後 6 時 30 分

土曜・学休日 午前 8 時～午後 6 時 30 分

一時預かり事業内容

利
用
料
金

利 用 料

5 時間未満 300 円

5 時間以上 500 円

傷害保険料 年間 800 円＋手数料

「お姉ちゃんと遊ぼうね」

支援センターに来た小さい

お子さんの面倒をみます。

高学年の子がお手本を見せ

ながら、１年生の指導。

「これでいいのかな？？」

「上手だよ！その調子！」

子
ど
も
た
ち
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

つ
な
が
る
児
童
セ
ン
タ
ー
。

皆
さ
ん
、
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

コンビニ可

 貯水槽の衛生管理は
　　　　　大丈夫ですか？
　水を貯水槽にためてから、給水してい
る建物は、設置者が責任をもって管理を
しなければなりません。管理を怠ると水
質悪化を招き、適切な給水ができなくな
る可能性があります。設置者は次のこと
を守って適切な管理をお願いします。

①貯水槽の清掃を実施しましょう
　貯水槽は少なくとも年１回は清掃して
ください。毎日使っていても、貯水槽は
少しずつ汚れていきます。専門業者に定
期的に清掃を行ってもらいましょう。

②貯水槽の点検を実施しましょう
　有害物質からの汚染、亀裂・破損によ
る漏水などを防ぐために、月１回は施設
の点検を行いましょう。定期的な点検の
ほか、台風や地震などの影響で水質が悪
くなるおそれのある場合も点検を行いま
しょう。

　貯水槽に給水する水がきれいでも、貯
水槽が不衛生では意味がありません。管
理する皆さんが飲み水の安全の重要性を
認識して、自主的に衛生管理を徹底して
いただくことが重要です。

みんなの

水 道

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

◆
定

員

　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会
岩
見
沢
地
区
支
部

☎
0
1
2
6（
２
４
）3
0
8
7

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

◆
講
習
日

　

8
月
6
日
㈬
～
７
日
㈭

◆
場

所

　

北
海
道
自
治
労
会
館　
（
札
幌
市
北
区

北
6
条
西
7
丁
目
）

◆
講
習
科
目

・
危
険
物
に
関
す
る
法
令

・
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

・
危
険
物
の
性
質
な
ら
び
に
そ
の
火
災
予

防
お
よ
び
消
火
の
方
法

・
練
習
問
題

◆
受
付
期
間

　

講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
0
1
5
0

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

◆
講
習
日

・
第
１
種　

8
月
20
日
㈬
～
22
日
㈮

・
第
２
種　

8
月
27
日
㈬
～
29
日
㈮

◆
場

所

　

北
海
道
建
設
会
館
（
札
幌
市
中
央
区
北

4
条
西
3
丁
目
１
）

◆
受
付
期
間　

７
月
1
日
㈫
～
7
月
16
日
㈬

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
0
1
5
0

消
防
設
備
士
試
験

◆
受
験
資
格

　

乙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
日　

8
月
31
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市　

甲
種
（
特
、
第
1
～
5
類
）

　
　
　
　
　

乙
種
（
第
1
～
7
類
）

　

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

◆
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

7
月
22
日
㈫
～
29
日
㈫

　

電
子
申
請　

7
月
19
日
㈯
～
26
日
㈯

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
0
1
5
0

● 貯水槽周辺の整理整頓
● 貯水槽の亀裂・破損・漏水などの有無
● 貯水槽内部の状態（さびや沈積物の有無）
● マンホールの密閉・施錠
● オーバーフロー管、通気管の防虫網設

置、破損状況

主な検査・点検内容

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
受
験
資
格

　

乙
種
及
び
丙
種
に
つ
い
て
制
限
は
な
し

◆
試
験
日　

8
月
31
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市　

甲
種
、乙
種（
第
１
～
６
類
）、

丙
種

　

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

◆
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

7
月
22
日
㈫
～
29
日
㈫

　

電
子
申
請　

7
月
19
日
㈯
～
26
日
㈯

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
0
1
5
0

試
験

く
ら
し

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度

　
　

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容
を

審
査
す
る
制
度
が
「
北
海
道
苦
情
審
査

委
員
」
制
度
で
す
。

　
　

皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
「
苦
情
審
査
委

員
」
が
中
立
的
な
立
場
で
、
道
の
機
関

に
対
し
、
必
要
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

（
個
人
情
報
は
保
護
さ
れ
ま
す
）

　
　

審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備
な

点
や
制
度
の
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
是

正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。

◆
申
立
方
法

　

苦
情
申
立
書
に
記
入
し
、郵
送
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

※
申
立
書
は
各
窓
口
で
の
受
取
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可

◆
申
立
先
・
問
い
合
わ
せ

・
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

　

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　

〒
0
6
0
―
8
5
8
8

　

札
幌
市
中
央
区
北
3
条
西
6
丁
目

　

☎
0
1
1
（
2
0
4
）
5
5
2
3

　

℻
0
1
1
（
2
4
1
）
8
1
8
1

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp

・
空
知
総
合
振
興
局 

道
政
相
談
室

　

☎
0
1
2
6
（
２
０
）
0
0
1
3

　

℻
0
1
2
6
（
２
５
）
5
5
8
8

高
齢
者
介
護
福
祉
金
を
支
給

対
象
要
件
を
ご
確
認
の
う
え
、
希
望

さ
れ
る
方
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対

象
（
全
て
に
該
当
さ
れ
る
方
）

①
世
帯
全
員
が
65
歳
以
上
で
あ
る
方

②
平
成
26
年
度
の
町
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
③
平
成
25
年
中
の
収
入
額
が
80
万
円
以
下

の
方

④
固
定
資
産
を
お
持
ち
で
な
い
方

⑤
平
成
26
年
度
の
町
民
税
に
お
い
て
、
ど
な

た
か
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
な
い
方

⑥
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
方

⑦
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
支
給
額　
　

月
額　

2
5
0
0
円

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
通
帳
・
前
年
の
収
入
が
わ
か
る

書
類

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

町
保
健
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
7
5
0
7

町
営
バ
ス
の
運
休
に
つ
い
て

　
　

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
期

間

　

７
月
26
日
㈯
～
８
月
４
日
㈪
ま
で

　
（
車
両
整
備
な
ど
の
た
め
全
便
運
休
）

◆
問
い
合
わ
せ

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
2

外
壁
の
塗
装
な
ど
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す

　
　

昨
年
10
月
よ
り
「
栗
山
町
景
観
計

画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
や
工
作

物
で
、
次
の
工
事
を
す
る
場
合
は
事
前

に
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
届
け
出
の
必
要
な
工
事 

　

新
築
・
増
改
築
・
外
観
の
変
更
（
屋
根

や
外
壁
の
張
り
替
え
・
塗
装
な
ど
）

※
建
物
の
高
さ
や
色
彩
を
規
制
し
、
景

観
に
配
慮
し
た
町
づ
く
り
を
行
う
た
め

の
も
の
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
届
け
出
先
・
問
い
合
わ
せ 

　

町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
7
5
1
3

　

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

◆
日

時

8
月
4
日
㈪
～
6
日
㈬

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

（
3
日
目
は
午
後
5
時
ま
で
）

◆
場

所

岩
見
沢
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
れ
ん
が

（
3
日
目
は
北
海
道
中
央
労
災
病
院
）

◆
受
講
料　
　
　

1
9
4
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
2
2
6
0
円
別
途
）

納 税 に 関 す る ご 相 談

町税納期限

7 月 31 日（木）
※納税通知書は 7 月 10 日ころ発送

納税は便利な口座振替をご利用ください

町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6

固 定 資 産 税　　　　　②期

後期高齢者医療保険料　　　①期

介 護 保 険 料　　　　　①期

国 民 健 康 保 険 税　　　　　①期

サマージャンボ宝くじ
賞金は１等・前後賞合わせて 6億円！

☆1 等　　      4 億円× 26 本
☆前後賞各　１億円× 52 本

サマージャンボミニ 6000 万円と同時発売

☆1 等　　　６０００万円× 90 本
☆発売期間　7 月 4 日㈮～ 25 日㈮
☆抽選日　　8 月 5 日㈫　

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。
【問い合わせ】

　㈶北海道市町村振興協会　☎011-232-0281

講
習

課税内容に関するお問い合わせ

}
７

ま ち の i n
f o m a t i o

n
月

July
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

陸 ・ 海 ・ 空　自衛官募集中

北
海
道
職
業
能
力
開
発
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

◆
日
　
　
時

　

8
月
2
日
㈯　

午
前
11
時
～

◆
場
　
　
所

北
海
道
小
樽
市
銭
函
3
丁
目
1
9
0　

番
地

◆
内
　
　
容

◇
入
試
要
項
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明

◇
全
体
見
学
も
し
く
は
体
験
実
習
（
機
械

系
・
電
気
系
・
電
子
情
報
系
・
建
築
系
）

◇
無
料
学
食
体
験

◆
申
込
締
め
切
り　

7
月
28
日
㈪

　

※
全
体
見
学
は
申
込
不
要

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
職
業
能
力
開
発
大
学
校

学
務
課
入
試
係

　

☎
0
1
3
4（
６
２
）3
5
5
2

第
66
回 

栗
山
高
校
学
校
祭

　
　

今
年
度
は
、
体
育
館
で
の
企
画
も

一
部
公
開
し
ま
す
。
栗
山
高
校
の
学

生
が
一
生
懸
命
準
備
を
し
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
テ
ー
マ

　

気き
あ
い
ま
ん
さ
い

愛
満
祭
～Break our lim

its

～

◆
日
時
・
内
容

◇
7
月
19
日
㈯　

・
正
午
～
仮
装
パ
レ
ー
ド
（
雨
天
中
止
※

実
施
の
場
合
は
花
火
で
合
図
）

・
午
後
１
時
30
分
ご
ろ
～
栗
山
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

◇
7
月
20
日
㈰（
校
内
企
画
の
一
般
公
開
）　

・
正
午
～
教
室
を
使
用
し
た
「
Ｈ
Ｒ
企

画
」、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
昼
食
販
売

・
午
後
2
時
～
体
育
館
で
の
「
の
ど
自
慢

大
会
」「
ク
ラ
ス
余
興
」

国 民 年 金

　国民年金には、経済的な理由などで
保険料を納めることが困難な場合、申
請をして承認されると、保険料の納付
が免除される申請免除制度がありま
す。
　

　本人・配偶者・世帯主の前年の所得
が一定額以下の場合に、全額免除また
は一部納付が承認されます。また、退
職（失業）を理由とした特例免除制度
もあります。特例免除は、退職日の翌々
年 6 月までの期間を対象とし、失業さ
れた方の所得を除外して免除の審査を
行います。
　なお、免除の承認期間については 7
月から翌年の 6 月となりますので、平
成 25 年度に免除の承認を受けている
方であっても継続審査の対象者以外の
方は、平成 26 年 7 月からの免除につ
いてはあらためて申請が必要となりま
す。
　さらに、今年 4 月に法律が改正され
て、2 年 1 カ月前までさかのぼって免
除申請をすることができるようになり
ました。申請を忘れていたために未納
期間がある方は、ご相談ください。
　詳しくは下記にお問い合わせくださ
い。

【問い合わせ】
町住民生活課住民・国保グループ☎ 73-7509

「国民年金保険料の
　　　　　免除制度について」

※
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
他
校
生
徒
お

よ
び
同
年
代
の
方
の
来
場
は
不
可

◆
問
い
合
わ
せ　

　

栗
山
高
等
学
校　

☎
�
1
3
4
3

匠
ま
つ
り
２
０
１
４

　
　

木
に
ふ
れ
あ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
物
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
　
　
時
　

　

8
月
9
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場

所

駅
前
通
り
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
広
場

◆
テ
ー
マ　

　
「
探
す
」　

会
場
内
に
は
探
す
に
ち
な
ん

　

だ
ゲ
ー
ム
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

◆
入
場
料　

無　

料

◆
内

容　
　
　

◇
「
ト
ン
カ
チ
・
わ
く
わ
く
・
ド
キ
ド
キ

広
場
」
で
は
、木
製
キ
ッ
ト
で
虫
か
ご
、

椅
子
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
香
水
、
小
物
作
成

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

◇
小
さ
い
家
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
（
当
日
参

加
者
募
集
）

◇
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
ジ
ャ
ン

ボ
ジ
グ
ソ
ー
、
障
子
や
ぶ
り
、
積
み
木

積
み
上
げ
な
ど
の
大
会
）

◇
10
円
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
食
の
コ
ー

ナ
ー
ほ
か

◆
問
い
合
わ
せ

　

匠
ま
つ
り
実
行
委
員
会   

村
中
奈
穂
子

　

☎
0
9
0（
8
8
9
6
）1
8
9
7

▼申請免除制度

 ①全額免除

　　保険料の全額が免除される

 ②一部納付

　　一部納付すると残りが免除される

　※ 1/4 納付、 半額納付、 3/4 納付の

　　3種類があります。

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

【
大
地
の
声
を
聴
く
夏
休
み
親
子
体
験
】

バ
ス
ツ
ア
ー

◆
日
　
　
時
　

8
月
5
日
㈫

午
前
9
時
～
午
後
4
時

◆
見
学
場
所

野
外
博
物
館
（
三
笠
市
）

ヒ
ナ
タ
フ
ー
ズ
工
場
見
学
（
由
仁
町
）

雨
煙
別
小
学
校 
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境

ハ
ウ
ス

「
木
の
表
札
づ
く
り
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

栗
の
木
フ
ァ
ー
ム
（
栗
山
町
）

◆
参
加
料

◇
大　

人　
　
　

2
0
7
0
円

◇
小　

人　
　
　
　

1
5
0
円

※
見
学
料
、
体
験
料
含
む
（
大
人
一
人
に

対
し
複
数
の
お
子
さ
ん
が
参
加
す
る
場
合

は
、
お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き
木
の
表
札
づ

く
り
体
験
料
1
6
2
0
円
が
別
途
必
要
）

※
弁
当
持
参
・
大
人
の
み
の
参
加
も
可（
希

望
者
は
弁
当
購
入
も
可
。
申
込
時
に
受

け
付
け
）

◆
申
込
期
間
　

7
月
8
日
㈫
～
15
日
㈫

参
加
者
が
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
主
　
　
催

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
2

北
恵
庭
駐
屯
地
創
立
64
周
年

記
念
行
事

◆
日
　
　
時
　

7
月
13
日
㈰

午
前
8
時
30
分
～
午
後
3
時

◆
会
　
　
場

北
恵
庭
駐
屯
地

（
恵
庭
市
柏
木
町
5
3
1
）

◆
内
　
　
容

　

戦
車
体
験
搭
乗
、装
備
品
展
示
、ち
び
っ

こ
広
場
、
模
擬
売
店
な
ど

◆
そ
の
他

　
当
日
は
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

　
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）　

◆
問
い
合
わ
せ

北
恵
庭
駐
屯
地
広
報
室

☎
0
1
2
3（
３
２
）2
1
0
1

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
と
家

族
の
つ
ど
い
開
催
に
つ
い
て

　
　

高
次
脳
機
能
障
が
い
と
は
、
交
通
事

故
や
脳
の
病
気
な
ど
で
脳
に
損
傷
を
受

け
た
後
「
物
覚
え
が
悪
く
な
っ
た
」「
注

意
力
、
集
中
力
が
低
下
し
た
」
な
ど
の

症
状
に
よ
り
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活

に
支
障
を
き
た
す
も
の
で
す
。

　
　

岩
見
沢
保
健
所
で
は
、
高
次
脳
機
能

障
が
い
者
ご
本
人
お
よ
び
、
ご
家
族
同

士
の
交
流
を
目
的
に
つ
ど
い
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
に
つ
い

て
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
所

ま
で
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日　
　

　

奇
数
月
第
3
金
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時
ま
で

◆
場

所　
　

　

空
知
総
合
振
興
局
1
階
保
健
所
会
議
室

（
岩
見
沢
市
８
条
西
５
丁
目
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
2

中
央
農
業
試
験
場
公
開
デ
ー

　
　

農
業
試
験
場
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を

目
的
に
、
小
中
学
生
や
一
般
町
民
お
よ
び

農
業
関
係
者
を
対
象
に
、
体
験
学
習
の
場

と
し
て
、
場
内
施
設
や
試
験
研
究
内
容
な

ど
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◆
日
　
　
時

　

8
月
1
日
㈮　

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時
ま
で

◆
場
　
　
所　
　

　

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構　

中
央
農
業

試
験
場
（
長
沼
町
東
6
線
北
15
号
）

◆
内
　
　
容

　

夏
休
み
☆
公
開
実
験
室
、
体
験
／
展

示
コ
ー
ナ
ー
、
な
ん
で
も
相
談
室
（
作

物
、土
壌
、病
害
虫
）、ほ
場
バ
ス
見
学
、

ど
ん
菓
子
製
造
実
演
ほ
か

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構　

中
央
農
業

試
験
場

☎
0
1
2
3（

89
）2
0
0
1

催
し

☆戦闘機のパイロットを目指そう！

航空学生募集
受 付：8 月 1 日～ 9 月 9 日

対象年齢：18 歳以上 21 歳未満

俸 給：月額  159,500 円～

☆自衛隊のスペシャリストを目指そう！

一般曹候補生募集
受 付：8 月 1 日～ 9 月 9 日

対象年齢：18 歳以上 27 歳未満

俸 給：月額  159,500 円～

☆自衛隊の経験を社会で生かそう！

自衛官候補生募集
受 付：男子 / 随時

女子 /8 月 1 日～ 9 月 9 日

対象年齢：18 歳以上 27 歳未満

自衛官候補生手当：月額  125,500 円～
【問い合わせ】　自衛隊札幌地方協力本部 恵庭地域事務所 ☎ 0123（34）5438
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

募
集

ご
厚
意

相
談

平成 26 年度  ふるさと応援寄附

23,706,600 円4/1 ～ 6/15 までの総数
2404 件

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

【
5
月
16
日
～
6
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 
名
　    
月 

日                          

父
母
名       

住  

所

小
川
叶と

あ歩 
5/11

岩
崎
　

楓
か
え
で 

5/15

藤
田
虹こ

こ
み心 

5/16

竹
田
遼と

お
り理 

5/22

長
澤
幸こ

う
た大 

5/22

渡
邊
彰あ

き
と人 

5/23

大
野
結ゆ

あ葵 

5/23

笹
浪
真ま

ゆ悠 

5/28

古
川
れ
い
ら 

5/28

小
柳
あ
こ 

5/29

萩
山
綾あ

や
ね音 

5/31

西
尾
蒼そ

う
ま馬 

6/12

将

吾

萌

絵

翔

弥

里

美

正

樹

華

奈

貴

彦

吉

子

吉

文

亜

紀

哲

也

直

子

浩

司
純

和

博

美

季

慶

一

園

子
圭

か
な
え

教

秀

抄

子

孝

太

由
美
子

【
5
月
16
日
～
6
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

内
藤
　

進 

93 

5/14 

本

人

酒
井
ミ
ツ
ヱ 

97 

5/16 

利

彦

川
合
一
男 

93 

5/18 

孝

俊

石
川
芳
夫 

82 

5/23 

本

人

古
川
ユ
キ 

96 

5/24 

本

人

武
岡
政
幸 

81 

5/25 

本

人

及
川
鉄
治
郎 

82 

5/26 

本

人

小
川
ふ
じ
子 

89 

5/28 

本

人

五
十
嵐
澄
子 

86 

5/30 

本

人

菊
池
正
司 

71 

5/31 

本

人

池
田
久
𠮷 

87 

6/3 

本

人

お
く
や
み

お
め
で
た松

風
２

継

立

松
風
３

松
風
４

松
風
４

松
風
３

南
学
田

富

士

角

田

中
央
４

角

田

中
央
３

松
風
２

南
角
田

三
日
月

円

山

中
央
２

御

園

朝
日
３

松
風
４

松
風
４

円

山

円

山

　
無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

7
月
18
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無　

料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

心
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

7
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

前
日
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所
健
康
支
援
係

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
2

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
酒
井　

利
彦
さ
ん
（
朝
日
4
）

　
泉
徳
苑
へ

【
物　

品
】

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
く
す
り
の
え
び
な

（
中
央
2
）

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品

　
（
松
風
3
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

◇
日
赤
奉
仕
団

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部　

澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）

◇
山
下　

テ
ル
子
さ
ん
（
御
園
）

◇
三
浦　

英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
西
岡　

マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
日
赤
奉
仕
団

　
く
り
の
さ
と
へ

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
土
田
清
美
会
長
）

◇
シ
ナ
リ
ー
化
粧
品
（
砂
川
市
）

◇
川
下　

哲
夫
さ
ん
（
札
幌
市
）

協
会
創
立
60
周
年
記
念
　
　

第
45
回
く
り
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
大
会

◆
日

時　

9
月
7
日
㈰　

雨
天
決
行

・
選
手
受
付　

午
前
8
時
～
8
時
45
分

・
ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時

◆
場

所　

町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
広
場

◆
対

象　

小
学
5
年
生
以
上　

◆
種

目

・ 

３
㎞
小
学
5
・
6
年
生
（
男
女
別
）

・ 

6
㎞
中
学
生
以
上（
男
女
年
齢
区
分
別
）

・ 

10
㎞
高
校
生
以
上（
男
女
年
齢
区
分
別
）

◆
参
加
料　

・
小
中
学
生　
　
　
　
　

3
0
0
円

・
高
校
生
・
一
般　
　

2
0
0
0
円

◆
申
込
方
法
・
期
限　

　

要
項
添
付
の
郵
便
振
替
払
込
取
扱
票
に

必
要
事
項
を
記
入
さ
れ
、
8
月
17
日
㈰

ま
で
に
参
加
料
を
振
り
込
み
の
う
え
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
口
座
番
号

　

0
2
7
8
0
―
7
―
2
4
3
7

・
口
座
名
義　

栗
山
町
陸
上
競
技
協
会

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
町
陸
上
競
技
協
会

　

理
事
長　

小
林　

正

　

☎
�
4
1
1
4

ハ
ロ
ー
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
つ
ぎ
た
て
5

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト

　
　

ハ
ロ
ー
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
つ
ぎ
た
て
5

が
地
域
交
流
事
業
の
一
環
で
、
障
が
い

者
と
地
域
住
民
が
気
兼
ね
な
く
ふ
れ
あ

い
、
障
が
い
者
や
事
業
所
を
知
っ
て
も

ら
え
る
場
と
し
て
、
第
7
回
目
と
な
り

ま
す
納
涼
注
ぎ
た
て
Ｇ
Ｏ
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
　
　
時
　

　

7
月
11
日
㈮　

　

午
後
4
時
～
9
時

◆
場

所

　

継
立
（
旧
ス
ー
パ
ー
寿
駐
車
場
）

◆
内

容　
　
　

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

◆
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
つ
ぎ
た
て
5

　

☎
�
2
6
8
8

「
原
爆
と
人
間
」
パ
ネ
ル
展

◆
日

時

7
月
30
日
㈬
～
８
月
3
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
5
時

（
８
月
3
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

◆
会

場

栗
山
町
図
書
館

◆
講
　
　
演

　
「
人
間
と
原
発
は
共
存
で
き
る
の
か
？
」

　

講
師　

市
川 

守
弘 

弁
護
士

　

8
月
３
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
～

◆
問
い
合
わ
せ　

　

原
水
爆
禁
止
栗
山
協
議
会
事
務
局　

佐
藤

　

☎
�
2
1
5
8

第
3
回
く
り
や
ま
「
家
具
・

工
房
」
ま
つ
り

◆
日
　
　
時
　

7
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
6
時

◆
場
　
　
所

◇
メ
イ
ン
会
場

　

手
づ
く
り
家
具
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

　
「
匠
の
森
」（
鳩
山
）

◇
参
加
工
房

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
製
造
本
部
・
手
作
り
家

具
ウ
ラ
ラ
ぼ
っ
こ
・
マ
ル
カ
工
芸
館
・

マ
ル
カ
家
具
販
売
・
家
具
工
房
森
巣

◆
内
　
　
容

　

町
内
家
具
製
造
者
に
よ
る
テ
ー
ブ
ル
・

椅
子
・
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
家
具
の
展
示
即

売
会
。
参
加
工
房
で
は
来
場
者
プ
レ
ゼ

ン
ト
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

◆
問
い
合
わ
せ

事
務
局
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
製
造
本
部
）

☎
�
1
2
5
8

く
り
や
ま
夏
ま
つ
り
　
　

「
活
み
こ
し
」
参
加
者
募
集

◆
日
　
　
時
　

7
月
25
日
㈮　

　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
45
分

※
午
後
6
時
45
分
、
ご
縁
広
場
に
集
合

◆
場

所

駅
前
通
り
商
店
街

◆
服

装　

は
ん
て
ん
は
用
意
し
ま
す
（
服
装
、
履

物
は
自
由
）

◆
定

員　

80
人　

◆
申
込
期
限　

7
月
11
日
㈮　

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
商
工
会
議
所　

川
合

　

☎
�
1
2
7
8

福
島
千
里
が
や
っ
て
く
る

　
「
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
」　

　
　

栗
山
町
陸
上
競
技
協
会
創
立
60
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
特
別
企
画
く
り
や

ま
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

◆
日
　
　
時
　

　

8
月
9
日
㈯　

・
受
付
開
始　

午
前
9
時
～

・
レ
ッ
ス
ン
開
始　

　

午
前
9
時
30
分
～
正
午
ま
で

・
交
歓
会　

ドッグラン
ご利用にあたって

・狂犬病およびワクチン接種済みの犬のみ利用可
・フンは必ずお持ち帰りください
・お子様だけでのご利用はご遠慮ください
・事故、トラブルなどについては一切責任

を負いません
【問い合わせ】町建設水道課技術グループ ☎73-7512

~dogrun~
7 月 1 日オープン！

利用時間：午前 8 時～午後 6 時まで（無料）
場　　所：湯地の丘広場（エコビレッジ湯地の丘東側）

　

午
後
12
時
30
分
～
午
後
2
時
ま
で
（
予

定
）

◆
場

所

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

※
雨
天
時
は
栗
山
中
学
校
体
育
館

◆
内

容　

北
海
道
ハ
イ
テ
ク
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

（
中
村
宏
之
監
督
・
福
島
千
里
選
手
ほ

か
）
に
よ
る
陸
上
競
技
の
レ
ッ
ス
ン
お

よ
び
交
歓
会

◆
対

象　

・
小
学
4
～
6
年
生
、
中
学
生
、
高
校
生

・
く
り
や
ま
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
、
く
り
や
ま
ト

ラ
ッ
ク
＆
フ
ィ
ー
ル
ド
記
録
会
参
加
者

※
町
内
在
住
者
の
み
参
加
可
、
先
着
順

◆
参
加
費　

・
レ
ッ
ス
ン　

無
料

・
交
歓
会　
　

1
0
0
0
円　

◆
申
込
方
法　

　

申
込
書
と
交
歓
会
参
加
費
（
希
望
者
の

み
）
を
持
参
、
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
7
月
18
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。　

◆
申
込
先

　

〒
0
6
9
―
1
5
0
8

　

栗
山
町
字
湯
地
60
番
地
の
9

　

℻
�
5
2
2
0

　

栗
山
中
学
校　

引
地 

良
夫

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
町
陸
上
競
技
協
会

　

理
事
長　

小
林　

正

　

☎
�
4
1
1
4

催
し
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 農村環境改善センター 
          　     テニスコート無料開放

栗山建設協会（鵜川昌久会長）と日立建機日本株式会社

（島田秀樹所長）が奉仕活動の一環として、栗山中学校

の野球グラウンド整備などを行いました。雨の中、29名が約1

時間半かけて野球グラウンドの整備や敷地内排水路清掃作業

を行いました。栗山中学校の木村尚之校長は「皆さまの活動が

野球部のさらなるスキルアップにつながると考えています。あり

がとうございます」とお礼を述べていました。　　（6月18日）

建設協会がグラウンド整備＊奉仕活動

ボランティアでグラウンド整備＊奉仕活動

共立道路株式会社（鵜川昌久社長）が奉仕活動の一環とし

て、角田小学校のグラウンド整備を行いました。今回は、

大型機械を導入し、１５名の作業員が約1時間半かけて整備作業

を行いました。角田小学校の佐々木信之校長は「みなさんのお

かげで素晴らしいグラウンドコンディションになりました。運動

会では、子ども達が好成績を出すことが期待できます」と感謝し

ていました。         　　　　　　　　　　　   　　　　　 （6月2日）

栗
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が

　
　
　

 「
水
泳
プ
ー
ル
」
を
お
勧
め
し
ま
す

　

プ
ー
ル
（
水
中
）
で
行
う
運
動
は

地
上
で
行
う
運
動
と
は
一
味
違
う
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
お
風
呂
に
入
る
時
と

同
じ
安
心
感
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が

得
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
水
中
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
得
ら
れ
る
の
は
、
赤
ち
ゃ

ん
の
と
き
に
母
親
の
羊
水
の
中
で
生

活
し
た
記
憶
が
残
っ
て
い
る
た
め
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
水
中
に
は
空
気
の
何

倍
も
の
抵
抗
が
あ
る
た
め
、
同
じ
歩

く
運
動
で
も
水
中
の
ほ
う
が
は
る
か

に
カ
ロ
リ
ー
の
消
費
量
が
多
く
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
や
運
動
不
足
解
消
に
大
い

に
役
立
ち
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
水
中
で
は
浮
力
が
働

い
て
い
る
た
め
、
地
上
で
の
運
動
に

比
べ
て
体
へ
の
負
荷
を
減
ら
し
て
く

れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

腰
や
膝
な
ど
関
節
に
不
安
を
抱
え
て

い
る
方
で
も
安
心
し
て
運
動
が
行
え

ま
す
。

　

少
し
で
も
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

町
内
の
プ
ー
ル
へ
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
。
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
ま
す
。

栗
山
・
角
田
・
継
立
水
泳
プ
ー
ル

開
設
期
間

■
期　

間　

9
月
15
日
㈪
ま
で

■
時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
6
時

※
栗
山
水
泳
プ
ー
ル
は
、
7
月
、
8

　

月
は
午
後
8
時
ま
で

■無料期間　7 月 10 日㈭～ 7 月 20 日㈰

　※ 7 月 14 日㈪は休館となります。

■開放時間　9：00 ～ 19：00

■申込先・問い合わせ
　角田農村環境改善センター　

     ☎ 72-6040

 　  
健康ストレッチ・ヨーガ教室

■日 時　8 月 5 日㈫、19 日㈫、26 日㈫（全 3 回）
            　　　11：00 ～ 12：30
■場 所　スポーツセンター　柔道室
■対象年齢　20 歳～ 70 歳
■受 講 料　1,500 円（入館料含む）
■申込期限　8 月 5 日㈫（定員 10 人）
■申込先・問い合わせ　
    スポーツセンター　☎ 72-6161

子
ど
も
メ
ン
コ
大
会

◆
日

時

　

7
月
27
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所　

開
拓
記
念
館
（
角
田
）

◆
内

容

開
拓
・
泉
記
念
館
見
学
、
メ
ン
コ
大
会
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

◆
対

象　

町
内
の
小
学
生

◆
参
加
料　

一
人

100
円

◆
申
込
期
限　

7
月
23
日
㈬

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

開
拓
記
念
館　

☎
�
６
０
３
５

ヤ
ム
・
ニ
・
ウ
シ
美
術
展

斉
藤
洋
子
水
彩
画
展「
花
」Ⅳ

◆
期

間　

8
月
6
日
㈬
～
17
日
㈰

※
月
曜
日
休
館

◆
場

所　

図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
時

間　

午
前
10
時
～
午
後
6
時

※
木
曜
日
は
午
後
8
時
ま
で

◆
入
場
料　

無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ　

　

☎
�
１
１
１
７　
　
　
　
　

　

道
内
在
住
の
水
彩
画
家
斉
藤
洋
子
氏
に

よ
る
、
自
然
の
草
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

淡
彩
ス
ケ
ッ
チ
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
キ
ロ
ル

　
『
夏
展
２
０
１
４
』　　
　

◆
日

時　

7
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

◆
場

所　

　

く
り
や
ま
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
キ
ロ
ル

◆
入
場
料　

無
料

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
事
前
申
込
み
不
要
）

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ラ
ス
制
作　

２
０
０
０
円

・
木
の
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
制
作　

２
５
０
０
円

※
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
は
各
日
先
着
５
名

・
木
っ
端
時
計
つ
く
り　
　
　

１
５
０
０
円

※
先
着
10
名
、
12
日
㈯ 

午
後
2
時
～

◆
問
い
合
わ
せ

　

家
具
工
房　

森
巣　

☎
�
６
４
６
６

く
り
や
ま
芸
術
祭
作
品
募
集

◆
募
集
期
限　

8
月
29
日
㈮
ま
で

◆
展
示
期
間　

10
月
16
日
㈭
～
19
日
㈰

◆
場

所　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ⅰ
」

◆
内

容　

絵
画
、
文
芸
、
手
工
芸
、

　

写
真
、木
彫
ほ
か（
出
品
無
料
）

◆
対

象　

町
内
在
住
の
社
会
人

◆
申
込
方
法　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」窓
口

　

備
え
付
け
の
申
込
書
を
提
出　

◆
主
催
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

く
り
や
ま
芸
術
祭
実
行
委
員
会

　
（
教
育
委
員
会
内
）
☎
�
１
１
１
７
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■期 間　平成27年1月5日㈪～13日㈫　9日間
■場 所　オーストラリア（パース）
■対 象　町内在住の中学１年生～高校３年生
■負 担 金　6 万円（パスポート、旅行保険な
                            ど別途約 2 万円必要です）
■申 込 方 法
　参加申込書と「少年ジェットに参加して学びた
　いこと」と題した 800 字程度の作文を提出
　※後日面接を行います。
■募集期間　8 月 1 日㈮～ 22 日㈮
■申込先・問い合わせ
　町教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117

【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

夏休みブックマラソンはじまります

　本を 1 冊借りるとスタンプを 1 個押します。
スタンプが 20 個たまるとプレゼントをお渡し
します。

■期　間　7 月 8 日㈫～ 8 月 24 日㈰
■場　所　図書館、くりくり号、角田・継立図
                      書室、各小中学校

休館のお知らせ

　図書館システムの更新に伴い、下記期間中は
休館いたします。（図書館、角田・継立図書室
すべてが休館となります）

■期　間　7 月 17 日㈭～ 7 月 21 日㈪
※角田・継立図書室は 7 月 23 日㈬から開館い                 
　たします。

 

　森の夜遊び

　  ロングナイトハイク

■日 時　7 月 5 日㈯　19：00 ～ 21：00

■場 所　ハサンベツ里山センター

■服 装　長袖・長ズボン、帽子、軍手、

                         　履きなれた靴や長靴

■持 ち 物　飲み物（水筒など）

■参 加 料　1 人 800 円（保険料込）

■申 込 締 切　7 月 4 日㈮

■申込先・問い合わせ
　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス

　TEL/FAX　72-1696

昼間とは全く違う夜の森。
新しい体験がみなさんを待っています！

      子ども遊び体験
          　＆ブックフェスティバル in 栗山

　紙芝居「よふかしおにとはやねちゃん」、みんな

で元気に「早寝早起き朝ごはん体操」、オリジナル

缶バッチづくりなど盛りだくさんのプログラム！

■日 時　7 月 27 日㈰   10：30 ～ 12：00

■場 所　図書館ギャラリー

■参 加 料　無料

※事前申し込み不要

※未就学児が参加する場合は保護者同伴でお願い

　します。

栗
山
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　　

道
内
で
は
栗
山
町
の
ほ
か
に
、留
萌
市
・

勇
払
郡
む
か
わ
町
な
ど
で
受
入
れ
が
決
定

し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
8
月
10
日
～
17
日
の
8
日
間
、

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ

ウ
ス
を
拠
点
に
21
人
の
福
島
の
子
ど
も
た

ち
を
受
け
入
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
地
区

や
ポ
ン
ウ
エ
ン
ベ
ツ
で
の
自
然
体
験
活

動
、
く
り
や
ま
納
涼
盆
踊
り
大
会
な
ど
屋

外
活
動
を
中
心
に
北
海
道
の
短
い
夏
を
楽

し
み
ま
す
。
ま
た
、
栗
山
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

と
川
下
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
通
し
て
交

流
を
深
め
ま
す
。　

　

運
営
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校
・
北

海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会

社
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
ふ
く
し
ま

キ
ッ
ズ
栗
山
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員

会
」
代
表 

松
原
由
典
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨

煙
別
学
校
理
事
長
）
が
主
体
と
な
り
、
町

及
び
教
育
委
員
会
と
協
力
し
て
行
い
ま

す
。
ま
た
大
勢
の
子
ど
も
が
長
期
間
に
渡

り
、
親
元
を
離
れ
て
生
活
す
る
た
め
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
ス
タ
ッ
フ
や
洗
濯
・
食

事
な
ど
生
活
の
お
世
話
を
す
る
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
町
内
小
中
学
校
の
教
職
員
な

ど
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
運
営

し
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

　
「
ふ
く
し
ま
キ
ッ
ズ
夏
季
林
間

学
校
栗
山
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
は

町
や
北
海
道
か
ら
の
支
援
を
受
け

て
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、
活
動

資
金
が
不
足
し
て
い
る
状
況
で

す
。
そ
の
た
め
、
活
動
に
ご
賛
同

い
た
だ
け
る
皆
さ
ま
に
支
援
金
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
米
や
栗
山
の
新
鮮
な

農
産
物
の
ご
提
供
も
併
せ
て
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ

る
企
業
・
団
体
・
個
人
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
実
行
委

員
会
事
務
局
の
教
育
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
実
行

委
員
会
に
対
す
る
寄
付
と
な
り
ま

す
の
で
、
特
定
寄
付
控
除
の
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
願
い

ま
す
。

■
募
金
設
置
場
所

栗
山
町
役
場

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ⅰ
」

南
部
公
民
館

角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

■
問
い
合
わ
せ　

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ 

　

☎
�
１
１
１
７

派遣員団員募集

福島の子ども 21 人を栗山町で受け入れます

　8月１0日㈰～１７日㈰　8日間

少年ジェット
「希望の翼」
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栗山高校の生徒が町内を
散策しながらごみ拾い！

栗山高校（石谷克彦校長）の１年生が、総合学習で町内散
策を兼ねた清掃活動を行いました。まちを知ることと、奉
仕活動を通じ「人の役に立つ」経験を積むことが目的。生
徒たちのおかげで、まちはきれいになりました。

44

人口　12,782  人  （－12 ） 世帯数 6,021世帯（－ 3）男 5,952  人  （－  2 ）　女 6,830  人  （－10）

▼ 

く
り
や
ま
キ
ッ
ズ
に
引
率
兼
カ
メ
ラ

係
と
し
て
同
行
し
ま
し
た
。
酪
農
学
園

大
学
で
行
わ
れ
た
く
り
や
ま
キ
ッ
ズ
で

は
、
酪
農
に
つ
い
て
ゲ
ー
ム
を
通
し
学

び
、
ま
た
大
き
な
牛
を
間
近
で
見
た
子

ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

1
年
間
の
く
り
や
ま
キ
ッ
ズ
で
の
経
験

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
た
く
さ
ん

学
び
成
長
す
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
子

ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
た
く
さ
ん

の
事
を
学
び
成
長
し
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
東
庄
）

▼  

栗
山
小
学
校
の
運
動
会
の
取
材
を
し

ま
し
た
。
低
学
年
の
、
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
雰
囲
気
も
い
い
で
す
が
、
高
学
年
の

真
剣
な
姿
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。
特

に
6
年
生
の
騎
馬
戦
は
、
勝
っ
て
う
れ

し
泣
き
す
る
子
も
。
仲
間
の
期
待
を
一

身
に
背
負
い
、
そ
の
重
圧
か
ら
解
放
さ

れ
た
瞬
間
、
勝
利
の
喜
び
と
と
も
に
あ

ふ
れ
で
る
涙
…
ひ
っ
そ
り
と
も
ら
い
泣

き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
（
仁
平
）

▼ 

栗
山
高
校
の
清
掃
活
動
を
取
材
し
ま

し
た
。
栗
山
高
校
は
私
の
母
校
で
も
あ

り
、
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
る

学
校
で
す
。
清
掃
途
中
の
生
徒
た
ち
に

同
行
し
取
材
し
て
い
る
と
、
歌
を
歌
っ

た
り
、
遠
く
の
友
だ
ち
と
大
声
で
し
ゃ

べ
っ
た
り
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

私
も
、
昔
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
楽

し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。　
（
藤
沢
）

ひ
と
り
ご
と
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